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図面や図形測定の面倒を可能な限り取り去っ

た最もすぐれたツールです。（特許出願中〕

直線図形は頂点の入力だけで面積と線長
が同時に測定できるエリアカーブメータ
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座ったままでの操作を可能にした大型偏心レンズ採用 ’

エリアカーブメータの測定スピードと正確な測定結果は、トレースポイントマー

クの見やすさと操作性に大きく係っています。ウシカタの|X-PLAN360は､トレ

ースレンズに大型偏心レンズを採用。レンズをどの位置においても、確実にトレ

ースポイントをとらえることができます。腰を浮かして、トレースレンズをのぞ

き込む必要がありません。いつでも座ったままで操作できます。しかも、ポイン

トモードと連続モードの変換スイッチ、ボイントモードの入力スイッチ、ともに

指先に位置しています。曲線と直線の複合図形も片手操作が可能です｡微小線長、

微小面積から長大図面まで、正確に測定できる画期的なエリアカーブメータ《X

プラン360》が、さらにスピーディで快適な計測作業庵実現しました。

エクスブラン

岬l皿N冊皿
●直線図形・曲線図形・直線曲線混合図形の面橘、緑長を同時正確測定●スイッチONですぐ測定

できる原点スタート方式●縄分解能0.05mn1●測定範囲380m(上下)xlOOOOOm(左右）●コードレ

スの充篭式(B時間充電で2[時間使用）●非鉄金侭裂で軽くて堅牢、ノイズに強い●寸法160×367

×47m(本体）④雨里1，kg<本体）

ウシカタエリアカーブメータ

牛方商号刎心
東京都大田区千鳥2－12－7

ushikstaTELo3(750)0242代〒i46
燕誌名ご記入の上、カタログをご鯖求ください。
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論 壇
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木材新用途の開発と

実用化への始動
一技術研究組合の設立一

どいきようじ

士井恭次＊
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技術研究組合とは

＊木材成分総合利用
木材炭化成分多用途利用
技術研究組合理事長

林業技術No.5341986.9

昨年は日米貿易摩擦で年が明けたと言っても過言でなかった。日本の市

場アクセス改善への強い要求の中に林産物が含まれていて，幾度かの協議

の結果，合板，単板，パーティクルポード等の関税撤廃が要求された。こ

れに対して日本側は，打ち続く木材需要の減退と木材価格の低迷の中で，

関税引下げはさらに林業，木材産業を苦境に落とし入れるものであること

や，わが国の林産物貿易はすでに完全に自由化されていて，ごくわずかな

製品が課税されているにすぎないから，これ以上の市場開放は困難である

という意見が大勢を占めた。

しかし，国際的観点からは，いつまでも拒否できないと判断し，わが国

の林業と木材産業になんらかの活力回復措置を講じつつ，関税問題に対応

することとなった。この活力回復措置が，「森林・林業，木材産業活力回

復五カ年計画」となって，国費500億，融資枠1000億の予算規模で，昭

和60年度からスタートした。ここでお話する木材の技術研究組合は，こ

の計画の一環として誕生したのである。すなわち，この計画の第一の事業

に，木材需要拡大推進緊急対錐事業があり，その三番目に，木材の新規用

途開発，実用化等という事業があり，この中で，木材の三大成分であるセ

ルロース，ヘミセルロース，リグニンを分別処理して新規用途を開発する

実用化研究と，木材を乾溜して生産した炭と木酢液とを用いて新しい土壌

改良材等を開発する実用化研究とを行う技術研究組合に助成する予算が組

まれたのである。

では，ここで技術研究組合とは何か，林業界では耳慣れないので若干説

明させてもらおう。技術研究組合は，昭和36年5月に制定された「鉱工

業技術研究組合法」に基づく法人である。この制度はイギリスから導入さ

れたといわれる。イギリスでは中小企業の雇1ili力の拡大と，技術開発投資

促進のために作られたといわれているが，わが国では専ら大企業に利用さ

れているのが現状である。

技術研究組合法が制定された趣旨を簡単に述べると次のとおりである。

「技術革新」という言葉に表れているように，近年の技術の進歩は極めて



著しいものがあるが，技術は進歩すればするほど複雑になり，多部門に分

化し，そして総合化を必要とするものが多くなる。そのような技術開発

を，個々の企業が単独で行うことはなかなか難しい。そこで，いくつかの

企業が協同体制をとって，研究資金を出し合い，研究設備や研究者を集中

して効率的に活用すれば，個々の企業では取り上げにくい共通的基礎研究

もできるし，巨大な資金を要する大規模な技術開発も可能になる。同一業

種の協同研究だけでなく，異業砿の企業が縦に系列化して行う協同研究も

可能である。

しかし，そのような技術開発を行う企業集団も，単なる任意団体であれ

ば，財産管理，経理責任など不明確となり，事業場の保安管理も不徹底と

なり，さらには工業所有権の帰属についても問題が多発することとなろ

う。そこでこの法律は，研究組合に法人格を与え，税制上の優遇措置を講

じるようにして，事業が円滑に推進できるように作られている。したがっ

て技術研究組合は，特定の試験研究課題を定款に掲げ，その研究成果を直

接，間接に利用しうるものだけが組合員になれる加入制限を設け，組合員

相互の利益を目的とした非出資制，非営利法人という性格を持っている。

通産省関係では法律の施行以来80ほどの組合ができており，今でも50

に近い組合が存続しているという。農林省関係では法制定の3年後に第1

号の組合ができてから鳴りを潜めていたが，近年食品関係で3組合が作ら

れ，本年は新規に1組合が設立される予定である。林野庁が手がけたの

は，もちろん今回が初めてである。

それでは,今回設立された2つの技術研究組合の事業について述べよう。

＜木材成分総合利用技術研究組合＞

この組合は，木材を構成するセルロース，ヘミセルロース，リグニンの

3成分をそれぞれ上手に分別して，新規用途を開発し，木材成分全部を残

さず有効に使おうという新技術開発が事業の骨子である。この技術開発の

基礎研究は，林野庁林業試験場で実施されている，いわゆる「バイオマス

変換計画」である。この研究は，農林水産技術会議事務局が昭和56年か

ら10年計画で実施している大型別枠研究のひとつであり，農，林，水各

分野における生物資源を効率的に活用する技術の開発を目的としている。

林業分野におけるこの種の資源鐙は極めて多いので，この研究に占める林

業試験場のシェアも大きい。林業試験場はこの研究の中でいくつもの成果

を上げてきたが，それを基礎に実用化の段階まで技術を進めるのが研究組

合の使命である。

図｡1は，組合の実施する研究課題と相互の関連を示したものである。

第一の分別処理技術は，蒸煮・爆砕と酢酸蒸解と微粉砕の3種類を取り上

げ，蒸煮・爆砕は連続式の最小実験プランI､を，酢酸蒸解はバッジ式実験

プラントを，微粉砕方式は酵素糖化までの一貫システムを開発する。第二

のヘミセルロース用途開発は，第一の蒸煮・爆砕法と酢酸蕪解法で分別さ

3

木材成分総合利用技術

研究組合の事業

休業技術No.534].986.9
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木材成分の分別処理技術の確立

|蒸煮･爆砕技術の確立L
'三臺鰹ｴ瓢雌員溺識『

宥羅癒需痴愚~ユ
十条制劉榊中央研究罰

←

↓

ヘミセルヘミセルロースの

，用途開発

オリゴ穂の燗製法の確立

オル

寅亜

ガﾉ除爽京研琵爵

fL典エ煮.鞠

東京噸尭工曙･#権工2§

↓

オリゴ糖の用途開発

東到域ｴ認j辮附誕嶋

フルフラールの用途開発

パイオーノ蝋曜間研究所1

↓

ﾛ夛三 用途開発|リグニンの用途開発

l

ﾘグﾆﾝ炭素臘籠の開発｜
l

a本ｶー ﾝ“燕’

l

鱸I
ﾘダﾆﾝ炭棄臓

目左カーボン’

ﾘダﾆﾝ鰭

自室カーボ

フェノールと

日暉化判#1

フェノール生産法の開発

日暉化学㈱牛災研究所

産法の開発

卜炎研究所

｜
’ﾉグﾆﾝ機能性材料の開発

十条製紙㈱中央研慧弼

ﾘグﾆﾝ機能性材料の開発

十条製紙㈱中央研究所

ﾘグﾆﾝ機能

十条製紙㈱

蹴料の開発

P央研究所

↑

’
図･1木材成分総合利用技術開発課題と実施場所

↓

セルロースの用途開発

燕の生離と稽化”粒

明治製巣蠅

生物科学研鐙所･醗酵技

術研究厨･峻阜工遥

宣官楚僻F異研究計

アルコール発酵法の篭立

宣酋造㈱中央研究所
オルガノ㈱大船研究所

｣震甕雲霧詞徴生物蛋白生置法の開発

松岡岻董噸這〈鐸研曉室

|~’

蒸煮･爆砕材からの

蛋白生産法の開発

日立造鉛㈱因島垂号

れたヘミセルロース部を素材として，これの精製法とオリゴ糖の分離，漉

縮法を開発して，甘味料や食品添加物などへの用途開発をする。またヘミ

セルロースから誘導されるフルフラールは，溶剤や化学工業原料などへの

用途開発をする。第三のリグニンの用途開発は，やはり蒸煮爆砕法と酢酸

蕪解法でそれぞれ分離したリグニン部を素材とし，炭素繊維の生産法と化

学的改質による樹脂等の開発を行う。また，リグニンから水素添加法でフ

ェノール系物質を生産する触媒の開発を行う。第四はセルロースの用途開

発で，第一の蒸煮・爆砕法で分別されたセルロース部を素材として，糖化

に必要なセルラーゼ系酵素の大量生産法と回収法を探究して，効率的な糖

化法を開発することと，耐熱性酵母を探索，育種して，新しいアルコール
たんぼく

発酵法を開発する。また，微生物蛋白生産法については，セルロース糖化

液から生産するのに好適な微生物と，セルロースから直接微生物蛋白を生

産する生産菌を探索し，微生物蛋白生産法を開発する。

以上のような研究課題に取り組むための総予算は，4年間で15億2000

万円と見積られている。初年度の61年度は，総額4億円強で，実験プラ

ント費が2億9000万円，研究推進費1億1000万円となっている。13組合

員（企業）は国庫補助総額2億7000万円を差し引いた1億3000万円を共

同負担するほか，組合運営に必要な人件費，事務費，税金その他必要な経

費として1700万円を負担する。これ以外にも自社負担分はかなりのもの

となろう。

技術開発に用いる樹種は，蒸煮・爆砕システムは主に広葉樹，酢酸蒸解

システムには主に針葉樹，微粉砕は針・広両方という考えだが，林業試験

場の研究が進展すれば蒸煮・爆砕に針葉樹も使えることになると思うの

で，成果が早く上がることを期待している。またササ資源についても利用

休業技術No.5341986.9
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効果的な炭化技術およひ

木酢液等の採取技術の開
発

↓‐
木炭利用技術の開発 木酢液等の糖

開発

木酢液等の糟製利用技術の

開発
緑化用資刺

法の確立

リW尭那

'永腫S･

1Ii弗冤
－

木酢液の濃縮・精製法

の確立

流、トク1常(榊拘竣工塔
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|ﾎーﾋｸ'’L塑二上炭化技術の改良

固定式，露伽式渓･牝〃
駒)谷地杯誰,｛社工場

効県的炭化去

井鉱山㈱槌A,*職鮒繭研磨所

土壌改良材・緑化用資刺

としての利用法の確立

豐任舵'.il抑覚り蛾尭那

太乎初彦仙W恥郡工瑠・

淡川エ増

本州緑ｲﾋ<哨戒’､1％尭室

天龍工芽卿吟祉工鰹

日･#llh主榊"!i!研那7

微生物賦活材としての

利用法の確立

住蔑沖￥{側幽0･技1$蝿発

部名毒屋研究所

チッソ㈱肥筒珊究所

龍養蕊噌－3砺講吟嵯屋｡～

霜チカン崎夢謡ご淫萄睾

鍵と両1微生物調整材としての

利用法の確立

I･陶({砿㈱

’

炭化製造工程の自励化

京婁宥｡L工亨卿オネ･工蝿

炭化材の加工法の確立

調整乾燥法・

宮輔みどり愛桑i‘鱸とL‘g

焼成素材製造法

晋和工蟻㈱岐阜支店［喝

木質活性炭製造法の確立

北畠直下lﾖ蒜心蝿冒も篭エカ輯

’

’

’

活性炭としての利用法

の確立

北越糞蕊エ祁榊汗社工甥

下川町ｲﾙ材棚合判穴工塔

(抑才杜工培

」合判戚工塔

植物成長促進材として

の利用法の開発

僻;糊塗1千農工増乏山農賜

オ､一I､ク物廠㈱高坂工場

図‘2木材炭化成分多用途利用技術開発課題と実施場所

の道が開ければ，有用なバイオマスとして活用できると思われる。一方，

ポプラ，シラカンバなどの早成樹種については，品種改良や超高密度栽培

法の試験が進められており，これらが，バイオマス変換資源として事業ベ

ースに乗ってくれば，資源面での対応も多様になってこよう。しかしなが

ら，いくら高付加価値製品が生産されるとしても，原料コストは低いほど

好ましいわけだから，国産材の需要開発効果を上げようとするなら，それ

なりの多面的な対応が必要となる。農林水産技術会議事務局では,昭和59

年度に「木材粗飼料の地域生産利用システム確立に関する事前評価」を当

協会に委託され，立派な成果報告が出たが，さらに本年度から2年計画

で，木材粗飼料だけでなく，上に述べたような3成分の用途開発全般につ

いての利用システムとその評価に関する調査事業を始めることになってい

る。組合としては，有用資源の賦存状況，原料の集荷コスト，製造システ

ムの適切な規模など，この調査成果に深い関心と期待をもっており，協力

したいと考えている。

I

5

＜木材炭化成分多用途利用技術研究組合＞

この組合は，木材を乾溜して得られる木炭ならびに木酢液を加工して，

野菜など農作物，茶，果樹，緑化樹草などの育成に必要な，土壌改良材，

連作障害防止材，成長促進材などを製造する技術開発を行うものである。

図.2は研究課題と相互関連を示したものである。第一は効率的な炭化技

術と木酢液の採取技術の開発で，山間部に適する固定式と移動式の両炭火

木材炭化成分多用途利

用技術研究組合の事業

林業技術No.5341986,9
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炉の製造法，粉炭を原料とする土壌改良材製造過程での粉塵障害を防止す

るシステム，陶土と木質材料をいっしょに焼成して，土壌改良用微生物定

着床素材を製造する方法，連続炭化炉により，活性炭原料を成型，賦活し

活性炭を製造する方法，炭化物の物性等基礎的性状を明らかにして，よ・り

効果的な炭化法を開発する。第二は，木炭の利用技術の開発で，土壊改良

材，緑化用資材として各種木炭や木酢液を利用する方法，木炭にVA菌根

菌など特定の微生物を増殖させて，微生物賦活材として利用する方法，上

下水の浄化性能の特段に高い活性炭の製造法と利用法の開発を行う。第三

は，木酢液の濃縮，精製法とその利用法の開発で，種々な成分の混合物で

ある木酢液を分画し，有効成分を明らかにして，これによる土壌改良，連

作障害防止，生長促進などの活性をもつ新材料の開発をする。

これに必要な総事業費は4年間で5億円と見積られている。初年度の61

年度は総額1億5900万円で，うち実験プラント費1億500万円，研究推

進費5300万円強となっている。19の組合員は，国庫補助総額1億500万

円を差し引いた5400万円を共同負担するほか,組合運営に必要な経費1300

万円も負担する。

これらの技術開発の基礎もまた，林野庁林業試験場の多年の研究により

得られた成果にあり，特に近年，土壌微生物学的研究の進展と木炭や木酢

液の土壌施用試験の好結果から，実用化へ極めて近づいたことから取り上

げられたのである。しかも，土壌改良材や緑化資材，あるいは’」二下水の

浄化資材としての利用が図れれぱ，ばくだいな量が必要となることから，

木質資源の需要拡大にはうってつけの利用法である。しかし，原料の木炭

や木酢液が高価では，これまた大量消費とはなりにくい。したがって’従

来のような製炭法では，生産性が低いので，炭材の集荷方法とも併せて，

その対応の検討が必要である。

両技術研究組合に対する国の補助事業は，活力回復五カ年計画の関係

で，昭和64年度までの4年間となっている。所期の成果はこの期間中に

上げるよう最善を尽くさなければならないが，さらに一段と技術開発が進

めば，当組合が発展的に解散して，第三，第四の組合誕生になるかもしれ

ない。

円高の定着，石油価格の低迷で，エネルギー危機感が薄らいでいるが，

石油が有限資源であることには変わりない。再生可能な森林資源こそ未来
えb･ごう

永劫の利用可能資源である。したがって，本技術研究組合の技術開発が順

調に進んで事業化することになれば，それは森林・林業の健全な充実，発

展につながることになり，社会に寄与すること極めて大きい。今回の参加

組合員の大部分は，森林・林業に関する知識，経験が乏しい企業ではある

が，この開発事業に対しては，単に自社の利益のみを追求することなく，

この大きな社会的使命があることを十分に認識していることを特に最後に

付記したい。＜完＞



7

第B巳回林業技術賞業績紹介

本会では，林業技術の向上に貢献し，林業の振興に功敬があるものに対し，林業技術賞を脳呈し表
彰しています。本質は，その技術が多分に実施に応用され，また広く普及され，あるいは多大の成果
をおさめ，林業技術向上に貢献したと認められる業縦を対象として，本会の各支部から推せんされた
候補者の中から慎重に審査され，毎年5月に開催される総会の席上で発表，表彰を行っています。
本年第32回「林業技術賞」は，野平照雄（岐阜県林業センター)，佐藤啓祐（山形県林業試験場)，
柴闘叡弍（奈良県林業試験場）の3氏が受没され，「林業技術賞努力賞」には，林信一氏（長野営
林局）が受賞されました。
なお，これまで，林木育種，育前に関する業紬および森林施業，空中写真測量に関する業紙を対象
とした「林業技術奨励賞」は，今回から「林業技術蛍」に統合されました。

口林業技術賞□

ラワン材を加害するヒラタ

キクイムシ防除技術の確立

野平照雄
岐阜県林業センター専門研究
員・林業専門技術員（森林保
謹)。住宅・家具等にラワン材
の需要は多いが，このラワン材
を加害するヒラタキクイムシの
防除法の確立が大きな課題であ
った。氏は昭和49年から5カ
年にわたり，ヒラタキクイムシ
の飼育法・薬剤防除効果等につ
いて研究をすすめ，防除効果は
顕著である。研究成果は日本林
学会・林業センター研報等に発
表している。なお,1975年には
森林防疫奨励賞(林野庁長官徴）
を受賞。

1．はじめに

ヒラタキクイムシはラワン材の重要害虫であ

る。しかし，この害虫に対する体系的な防除技術

は確立されていない。これは，ヒラタキクイムシ

の幼虫が材内のデンプン質を餌として生活してい

るため，飼育が難しく，試験に使用する供試虫が

大量に得られなかったからである。

筆者はヒラタキクイムシの飼育法について，ラ

ワン,コナラ，クリ材等を用いて検討したところ，

餌木の選定および飼育時の温・湿度調整等によっ

て，短期間に大量飼育できる技術を開発した。

そこで，この飼育法によって得られた供試虫を

材料として,薬剤による予防,駆除等の一連の防除

試験を行い，ヒラタキクイムシの防除技術を確立

した。以下，これらの概要について述べてみる。

2．飼育方法

（1）餌木の条件

ヒラタキクイムシは，乾燥した材のデンプン質

を餌としている。したがって，大量飼育する場合

はデンプン含有量の多い材を選び，しかも幼虫の

生育に適した条件に乾燥してやることが必要であ

る。そこで，ラワン，コナラ，クリ材等を使用

し，デンプン含有量と乾燥程度を変えて試験を行

った。その結果，最も飼育に適した条件は，デン

プン含有量の多い材・（ルゴール液塗布により濃紫

色に変色するもの）を含水率10～15％に乾燥し

た場合であった。これを含水率8％以下にすると

半減し,逆に30％以上では全く発生しなかった。

また，デンプン含有量が少なくても乾燥状態がよ

ければ発生数は減少するものの，ある程度の飼育

は可能であることが確認された。

樹種別の発生量はコナラ材が最も多く，次い

で，ラワン，クリ材であった。このうち冬期（1

～2月）に伐採したコナラ材からは特に多く発生

した。しかし，同じコナラ材でも樹齢80年の老

木からは全く発生しなかった。したがって，こう

林業技術No.5341986.9
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重要な役割を果たしているが，飼育を行う場合に

は大きな障害となる。特に，コマユバチの場合は

第1世代の寄生率が7％であったのに，第2世代

になると33％にも達し，ヒラタキクイムシの飼

育に大きな支障をきたした。このため，ヒラタキ

クイムシを大量飼育するには，天敵類を排除する

ことが餌木の選定とともに不可欠な条件である。

3．防除方法

ヒラタキクイムシはデンプン質を餌としている

ので，デンプン含有量の多い辺材部を使用しなけ

れば被害を受けることはない。しかし，現実には

不可能なことなので，ラワン材を使用する以上，

この虫の被害はある程度予想しておかなければな

らない。特に，この被害は気づいたときには手遅

れの場合が多いので，被害を受けないよう前もっ

て処理しておくことが大切である。

まず，被害を防ぐために，クロールデンおよび

ディルドリン系薬剤をラワン材に塗布し，これを

餌木としてヒラタキクイムシに与えたところ，産

卵前にすべて死亡してしまった。したがって，加

工前にこうした薬剤で予防しておけば，被害を未

然に防ぐことができる。しかし，薬剤処理しても

2年以上経過すると薬剤効果が乏しくなるので，

材内にデンプン質の残っているものは被害を受け

ることがある。さらに確実な防除を行うには，加

工前の含水率の高い材（丸太）にホウ砂・ホウ酸

系薬剤を，材内に浸透させる拡散処理法が有効で

ある。この防除法は，設備を要するが，1回の処

理で被害を5年以上は防止できるので，丸太を取

り扱う業者の段階でぜひ行ってほしい。

一方，被害材に前述した，クロールデンおよび

ディルドリン系薬剤を塗布したところ，材内の幼

虫がすべて死亡してしまった｡したがって,すでに

被害を受けてしまった場合には，これらの薬剤を

被害部位に塗布すれば，それ以降の被害を防ぐこ

とができる。この場合，塗布は刷毛で行うのが簡

単であるが,家具の隅や建具,天井等に発生したと

きにはエアゾール式の噴霧処理が効果的である。

ヒラタキクイムシの被害を防ぐには，なんと言

っても早期発見，早期駆除が第一である。それに

ｬ

こ
う
叙
ユ
千
ク
イ
ム
シ

タキクイムシの飼育には冬期に伐採した20～30

年生の若いコナラ材を使って行うのが，適してい

るものと考えられる。

また，同じ餌木で2世代，3世代と回数を重ね

ていくと，発生数が極端に少なくなってしまうこ

とから，ヒラタキクイムシの飼育には，1世代ご

とに新しい餌木に取り替えることが必要である。

（2）温・湿度条件

ヒラタキクイムシは，普通年1回の発生であ

る。しかし，温・湿度の調整によって生育期間を

短縮することができる。温・湿度別の飼育の結

果，温度27｡C,湿度60%の場合は6カ月間で，

25｡Cで60%の場合は7カ月間で1世代が完了し

た。しかし，湿度を70％にした場合は飼育容器

内が過湿状態となって，餌木にカビが生じ，ヒラ

タキクイムシの幼虫はすべて死亡してしまった。

したがって，ヒラタキクイムシの飼育に適した

湿度は60％と考えられる。温度については，25o

Cより27｡Cの場合のほうが30日も早く発生し

た。このように，温度が高くなれば生育期間が短

くなる傾向が見られたので，さらに生育期間を短

縮するために,27｡Cより高い温度条件下での飼

育を検討してみたいと考えている。

（3）天敵との関係

ヒラタキクイムシの天敵としては，コマユバチ

の1種と，シロオピカッコウムシが一般に知られ

ている。これらは，自然界ではともに天敵として

林業技術No.5341986．9



は，日ごろからヒラタキクイムシの被害の特徴で

ある，白粉の排出に特に注意しておくことが大切

である。

口林業技術賞□

多・豪雪地帯におけるスギ

人工林造成に関する広汎な

試験研究と技術開発および

研究体制の組織化

~

佐藤啓祐
山形県林業試験場・主任専門
研究員。多豪雪地帯におけるス
ギ人工林造成に関する広範な試
験研究と技術開発および研究体
制の組織化に，長年にわたり取
り組み，その成果は，林木の育
種・森林立地・林業技術・雪と
造林・県林試研報などで多数発
表し，なかでも「雪に強い森林
の育て方(1984)｣｢山形県におけ
るスギの生産管理基準(1979)」
は特筆される。

1．まえがき

北陸地方以北の日本海側の森林では，多量の降

積雪による常在的な雪圧害や突発的な冠雪害が林

業上の大きな障害となっている。

従来，雪害の発生機構特に雪圧の加害機構に

ついては，各種の研究が行われてきたが，生物と

しての林木の側からの耐雪機構については，昭和

38年の豪雪被害後ようやく着目されるようにな

った。また’冠雪の加害機構については，昭和56

年の豪雪被害後ようやく組織だった研究が行われ

るようになった。

筆者は，昭和37年以来，スギ造林木の耐雪機

構について研究を進めるとともに，固定試験地に

よる各種の雪害回避技術の検証，積雪環境を中心

とする環境条件の解析等を行ってきた。以下に成

果の概要を紹介する。

2．積雪環境

スギ人工林を造成する場合，育林技術の及ぶ範

囲と林分の成立限界を環境条件から区分する必要

9

がある。山形県では，最深積雪平年値（以下積雪

深という）と海抜高によって次のように区分する

のが実際的である。

（1）少雪地帯：積雪深1rn未満。林地生産力低

位地および海抜高700m以上を除き，通常の育林

技術によって経済林造成が可能。

（2）多雪地帯：積雪深11n以上2.51n未満。林

地生産力低位地および海抜高700m以上を除き，

経済林造成は可能であるが，常在的な雪圧害が多

くこの対策が不可欠。

（3）豪雪地帯下部：積雪深2.5m以上4m以下

(冬季の吹下し斜面では3rn以下)。林地生産力や

海抜高に問題がなくても，雪によって経済林造成

が制約され，雪害対策が不可欠で，特に積雪深

の1．5倍ないし3倍の樹高時に集約的な対策が必

要。

（4）豪雪地帯上部：積雪深4m以上。経済林造

成は困難。

上記区分へのあてはめの正確を期するため，地

理的因子から積雪深を推定する方法を開発した。

3．スギ造林木の雪害発生と耐雪機構

雪圧害は幼齢期，特に積雪深の1．5倍ないし3

倍の樹高時に多く発生する。この被害は，冠雪に

よる樹体の倒斜が初因で，積雪の増加に伴い雪圧

による倒伏が生じ，幹の機械的な破壊に至る。し

たがって，倒れにくいものほど被害を受けにく

い。倒れにくい樹形は根元が太く，根張りが良

く，下枝がよく張ったものである。

この研究の過程では付随的に，植栽本数の多少

にかかわらず雪圧害多発期を過ぎた時点での健全

木本数に大差がないことを明らかにし，さらに耐

雪性が大きいと見られる個体を選抜した。選抜し

た個体は後に林木育種事業に取り入れられ，その

うち山形13号と山形14号の2個体は山形県の推

奨クローンとなっている。

冠雪害は，山形県では少雪地帯と多雪地帯下部

に発生例が多いが壊滅的なものは少ない。従来か

ら形状比の大きい林分に発生しやすいとされてき

たが，これに加えて，樹高に対応した立木間隔が

一定限度以上に小さいとき発生しやすいことを明

林業技術No.5341986.9
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らかにした。このことから,樹高階ごとに,雪害に

対して比較的安全とみられる立木本数を導いた。

一方，雪圧害と冠雪害による健全度の低下を把

握するため，多くの林分について健全木本数のデ

ータを収集し，先に導いた立木本数を基準とし

て，5齢級ないし6齢級時における健全木本数百

分率を環境因子から予測する方法を開発した。

4．各種雪害回避技術の検証

従来から雪害回避技術とうたわれているものは

数多い。これらの中から，地栫え時に実行される

ものとして階段造林，保護樹造林，保護帯造林，

部分階段造林，植栽方法として斜植，ていねい植

え，盛土植え，初期保育時に実行されるものとし

て雪起こし，整枝の9種を取り上げ，これに一般

的な方法として初期保育時に実行される施肥，根

踏み，下刈りを組み合わせて，固定試験地による

試験を17年間繰り返した。

このうち実用に耐える効果が明らかになったの

は階段造林，雪起こし，施肥，下刈りの4種で，

次いで効果が見られるのは斜植と根踏みの2種で

あった。また，上記のもののほかに継続年数が5

年程度で効果が見られたものに根元土寄せ（掘っ

かけ）があったが，多くの人工を必要とし，かつ

重労働であるため，実用性が低いことが明らかに

なった。

なお，最も普及度が高い雪起こしについては結

束方法，作業経路，結束材料の検討を行い，効率

的な作業しくみを明らかにした。

5．多・豪雪地帯の育林技術の体系化

これまでの成果に基づいて山形県におけるスギ

人工林の造成技術を体系化し，「山形県における

スギの生産管理基準」とした。

これは，自然環境条件と林地生産力によって9

種の類型を作り，それぞれの類型について地栫

え，植栽,初期保育,立木密度管理の方法を示し，

さらに必要な人工数，資材を示したものである。

6．あとがき

同じ多･豪雪地帯といっても広い範囲にわたる

日本海側の森林では，降雪の型や雪質が地域によ

って大きく異なり，雪害の種類も程度も一様では
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ない。したがって，実用に耐えうる育林技術を追

求すると，いきおい狭い範囲に区切った県単位と

か地方単位のものにならざるを得ない。ここに紹

介した成果も山形県というごく限られた範囲のも

ので，成果としても十分ではないが，今後も研究

を継続し実用化できる技術を追求していきたい。

口林業技術賞□

スギカミキリの成虫を捕獲

するバンド法の開発

柴田叡弍
奈良県林業試験場・主任研究
員。森林保護の分野で11年，

近年スギやヒノキの材質を劣化させる穿孔性害

虫のことが話題になることが多い。特にスギカミ

キリによる被害は「ハチカミ」と呼ばれており，

戦後の拡大造林とともに増加する傾向にあるとい

われている。「ハチカミ」の被害は，スギの樹皮

下に作られたスギカミキリ幼虫の食害痕が巻き込

みによって外へ現れたり，さらに傷口から侵入し

た木材腐朽菌によって木部が腐朽したりして材価

を低下させる。またヒノキが加害された場合には

枯れることが多い。

この「ハチカミ」被害は古くから知られてお

り，また被害についての研究は過去に多くなされ

ている。しかしながら加害者であるスギカミキリ

については，林分内で成虫を捕獲することが困難

なために，ほとんど研究されていなかったと言っ

てもよい。

それで私は，このスギカミキリの成虫が樹皮の

すき間や地際部の落葉下などの暗い所に好んで潜
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写真･1バンド内に潜むスギカミキリ成虫 写真･2粘着テープのバンドに付藩して捕殺された

スギカミキリの成虫

面が明らかにされつつある。

このバンド法を防除面に応用することも考えら

れた。

スギ林の中の1本1本のスギにしや光ネットを

巻き付け，毎日成虫を捕准して殺せばこのバンド

法は立派な防除法である。しかしながら毎日林へ

行きこれを実行するのは大変労力がかかるし，ま

して1日でもほうっておけばスギカミキリにとっ

て良好な住みかを提供することになる。

そこで考え出されたのが殺虫剤を浸透させたバ

ンドを巻く方法と，粘着剤を塗布したバンドを巻

く方法である。前者の方法は，バンド内に潜り込

んできた成虫が殺虫剤に触れて死ぬというもので

あり，現在2，3の薬剤で殺虫効果が確かめられ

ている。後者の方法は粘着剤を塗布したバンドや

あるいは粘着テープを巻き付けて成虫を捕殺する

方法である（いずれも粘着面を樹幹側にする。写

真･2)。この方法は実行も簡単で，しかも一度巻き

付けておけば活動期間が終わるまでほうっておけ

ばよいなどの利点があり，今後実際の防除現場で

はもっとも効果のあるものとして期待されてい

る。またこの方法はモニタリング（林分にスギカ

ミキリ成虫がいるかいないのかを知る）やサンプ

リング（いたとしたら何匹いるのかを知る）とし

ても利用できるだろう。

筆者が開発したバンド法によるスギカミキリ成

虫の捕漉はだれにでもでき，しかも安価である点

が有利である。今後の「ハチカミ」被害の効果的

な防除法確立の一助となるであろう。
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む習性（このために成虫が捕えられなかったのだ

が）に着目して，人工的に樹幹にしや光ネッ!、

（しや光率70％）を巻いたところ，その中に多

くの成虫が潜むことを見いだした（写真･1)。そ

して，この方法を利用して捕えた成虫に個体識別

のための背番号を付け，また同じバンドの中に放

すという作業を繰り返すことによって，スギ林で

のスギカミキリ成虫の生態について次のような新

しい知見を得ることができた。

1．林分内で羽化脱出した成虫のうち約80％

が少なくとも一度はバンド内で捕獲することがで

きた。

2．スギ林内に生息している成虫は雌よりも雄

が多い傾向が見られた。

3．林内での成虫の活動期間は，年により，あ

るいは地域によって変動はあるが，およそ3月中

旬から5月上旬ごろまでであり，成虫の羽化脱出

期間よりも約1カ月ほど長い傾向がある。

4．マーキング・リカプチャーの解析方法を用

いて，林内に生息する成虫数を推定することがで

きた。

5．寒い時期には木から木へはあまり動かない

でじっとしていることが多い。動いても地上を歩

行して動く程度である。暖かくなると飛しように

よる動きが見られるが，全体として成虫の動きは

少ない傾向が見られた。

6．わずかではあるが林分から林分へ動いた成

虫が観察された。

以上のように少しずつではあるが，生態的な側
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1．はじめに

カラマツは，長野営林局管内における主要造林

樹種の一つであり，特に高海抜地で広く造林され

ている。しかし，一部に不成績造林地が発生し，

改植や樹種変換などを余儀なくされる事例がまれ

ではない。本研究は，過去20年間の，長野営林

局管内の土壌調査成果の中から，あらためてカラ

マツ造林不成績地における調査事例を取り上げ，

これらに共通する土壌特性を発見することが可能

ならば，カラマツ造林における適地判定の精度を

高め，ひいては不成績造林地の発生を減少させる

一助ともなると考え，各種土域特性のうち特に土

壌理学性に焦点を当てて検討を試みたものであ

る。

2．研究の概要

調査対象は，長野営林局管内の戸隠など計5地

区に存在するカラマツ造林不成績地，および対照

地となる良好林分である。調査地に設定された土

壌断面は前者が9点，後者が10点である。

口林業技術賞努力賞□

長野営林局管内におけるカ

ラマツ造林不適地の土壌条

件－特に土壌の理学性に
ついて

林信一
長野営林局計画課技官（元土
壌調査係長)。昭和36年から営
林局の土壌調査を担当し，その
成果は地域施業計画における更
新樹種の選定や造林期待樹種図
の作成など広く活用されてい
る。同局管内は信州カラマツの
産地であり，高海抜地での造林
樹種としてカラマツの果たす役
割は大きい。
土壌断面の理学性を調査し，
独自の方法で区分することによ
って，カラマツ不成絞造林地の
減少に寄与している。研究成果
は日本林学会・森林立地等に発
表している。

表･1土壌理学性

の良否判定基準
自然状態の容稜重’圧結度
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０
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０
０
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口〃良好地

②戸隠不成績地

○〃良好地

◆蛾戸不成綱地

◇〃良好地
A

懲
、飯島不成鎖地

◎〃良好地

＆大門不成類地

△〃良好地

×湿性雛型ボドソル

（参考）

理学性

不良範囲
図･1土壌職位別

の理学性の分布
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苅住ﾕ)によれば，カラマツの根系は，全体の目について，表･1に示すように,深度別に一定の

92％が地表から深さ30cmまでの間に分布してい基準を設け,A(良好),B(不良)の2階級に区

るという。このことから，各土壌断面の深さ30分した。その結果は図・1のとおりである。

cmまでの主要な土壌理学性，すなわち自然状態なお，層位の厚さや試料の採取深度のふぞろい

の容積重，圧結度，最小容気量，透水速度の4種などの影響を排除するとともに，不良な土壌条件

表．2-1カラマツ不成績地の土壌理学性

良否区分

堂零§購値
平均層原

（c､）

層位レンジ
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表。2-2カラマツ良好地の土壌理学性
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が浅い位置に出現するほど造林上不利であるとい

う観点から，ここでは，土壌理学性の測定値は，

各層の上端部の理学性を示すものと仮定し，これ

をもって各層の代表値とみなすこととした。

このA,B区分と造林成績との関係の有無をX3

検定を行って確かめてみると，最小容気量と，透

水速度の2種目がともに2.5％水準で有意であっ

た。しかし他の2種目は有意でなかった。

そこで，最小容気量と透水速度の両者がともに

小さく,B区分に属する土層を持つ土壌断面をX

型とし，それ以外の土壌断面をY型と区分してみ

た。その結果は表・2-1,2-2に示すとおり，不成

績地の土壌断面はほとんどがX型に，良好地の土

壌断面はほとんどがY型となり，例外は不成績

地，良好地とも各1例を認めたにすぎず，これと

造林成績との関係をZ2検定にかけた結果は0.5％

水準で帰無仮説が否定された。すなわち土壌断面

のX,Y区分と，造林成績の良否は，きわめて密

接な関係があるとみなして差し支えないと思われ

る。

ここで区分されたX型土壌の特性を考えてみる

と，この土壌は過剰な土壌水が供給された場合，

深さ30cm以内の浅いところに空気（酸素）不足

の状態を生じ，しかもそれが長時間にわたって持

続し，還元的な状態になりやすいと推測される。

塘2)によれば，カラマツは，スギ，ヒノキ，ア

カマツなどと比べて，特に還元状態に対する適応

力に乏しい樹種であるという。してがってここに

区分されたX型土壌は，カラマツの生育環境とし

てきわめて不利な特性を持つものであり，“カラ

マツ造林の不適地である”と言って差し支えない

と考えられる。

カラマツ造林の適地判定に当たり，地形，土壊

断面の観察にとどまらず，これまでに述べたよう

な，土壌理学性に関する本研究の成果を適用する

ならば，適地判定の精度は大きく向上するであろ

う。

この結果カラマツ造林不成績地の発生を未然に

防止することが期待される。

3．おわりに

長野営林局管内をはじめ，中部圏以北の山地帯

上部から亜高山帯へかけて，造林樹種としてカラ

マツの占める地位は，今後とも大きく低下すると

は考え難く，現実にカラマツ造林の可否を問われ

る事例は少なくないと思われる。そのさい，本研

究の成果が多少なりとも活用されるならば幸いで

ある。

引用文献

1）苅住昇：森林生産の場における根系の機構と機能Ⅱ，

（英文)，林試研報267,1974

勤塘隆男：わが国主要造林樹種の栄養および施肥に関す

る埜礎的研究，林試研報137,1962

『空中写真セミナー』開催のご案内

今年度第2回『空中写真セミナー』を実施します。お早めにお申し込み下さい。
記

1期間第2回昭和61年10月13日（月）～17日（金）5日間
2会場日本林業技術協会（東京都千代田区六番町7電話03（261）5281（代)）
3研修人員30名（先着1脚

4参加費20,000円（研修費，教材費，現地演習費等）
※セミナー参加のための交通費，宿泊料は各自負担となります。

5申込方法昭和61年9月20日までに所定の申込書（本会にあります）に記入のうえ，日本林業技術協
会『空中写真セミナー」係あて送付して下さい。なお定員になり次第締切となりますのでご
了承下さい。

※本セミナーについての詳細は係までお問い合わせ下さい。

主催日本林業技術協会後援林野庁・全国町村会・全国森林組合連合会・日本製紙連合会

林業技術No.5341986.9
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3．使用結果

5年生の苗木について根切りを実

施した結果，

(1)根切刃ば確実に苗間の中央で作

動している

(2)根切刃は15cm土壌に確実に切

り込み，細根まで切断され，根切状

態は良好で均一である

(3)人力作業に比べ功程は，2．5倍

の苗間まで前進して，折り返し根切

りを続けてゆくこととなるが，その
林野庁長官賞

苗間根切機の開発について 構造は，

(1)ガソリンエンジンで自走し，バ

ッテリー電源で作動し，電磁切替弁函館営林支局計画課

田嶋雄一

森営林署七飯種苗事業所

南條幸雄・山口薫・横山勝義

とマイコンを使用する。

(2)操作前に次のものをセッティン

グする。(荊根切刃が土壌に切り込む

深さ（上部・下部根切刃深リミット

スイッチの幅で),li)根切りの回数 アップした1．はじめに

1回床替生産方式では床替機によ

り床替えをするので，列間相互の苗

間はふぞろいとなる。そこでこの問

題を解決し，併せて省力化と育苗技

術の改善を図るため，直根と側根の

列間根切りはすでに開発されている

根切機と併用することとして，今回

苗間根切機を開発したので発表す

る。

2．構造

本機の根切刃は，苗間の中央で根

切りをしながら，横にスライドして

6列の根切りが終わると，本体が次

(4)なお，本機による根切作業は，(油盤の調整とタイマーで)，（ｳ)折り

直根根切機の使用前に実施し，細根

の発生を促すため，側根が交錯する

5年生の苗床を5月中に実施すれ

返し根切りする苗間ごとの前進幅

(タイマーで)，｛ｴ)根切りの際の前後

センサーを苗木の根際から3cmの

ぱ，効果的な根切りを行うことがで商さに感知させる（床而センサー

きるで)。

(3)前後センサーの働き－前のセ

ンサーが苗木に触れると本体は後退

し，後のセンサーが苗木に触れると

前進し，前後のセンサーが同時に触

れると停止，つまり，根切刃は常に

苗間の中央に誘導されて根切りをす

る。

林野庁長官賞

清水町における地域別カラ

マツ育林指標

北海道胆振支庁胆振東部地区

林業指導事務所伊藤孝
へ無W伽睡

上剛ﾘ、,ﾙ憲再ア

上里剤･グサ

壼請1
つ

1,曹

匡症

1．はじめに

カラマツの経営方針について最近

画一的な短伐期施業から，良質大径

材へと変更する森林所有者が多くな

ってきた。カラマツの良質大径材を

生産するには，カラマツの樹種特性

と土地生産力の関係を明らかにし，

長伐期施業が可能であるかどうかを

検討する必要がある。こうした観点

から清水町において，地域別の育林

指標を定めたので報告する。

2．調査の方法ならびに結果

林業技術No.5341986.9
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林野庁長官賞

カラマツ丸太を〔群構造〕

として施工した西部地震土

石流跡地の復旧工法につい

て

長野営林局王滝営林署

原文夫・伊藤國男

「！
・ト8.3

r一傭、
『20.3、
一 、

新得町r美蔓・佐幌地域、．
､一己

j'3．5．｡↑8.7
／,一・一八'731， 20．3：’,33193

．．'9．0

20.8-J
●〆‘

02i

一_一

〆
●
、

1．はじめに

西部地震(59.9.14)土石流跡地の

濁川堆積帯において，カラマツ丸太

を大量に使用して，丸太枠床固工・

丸太土工・丸太筋工・丸太水路工等

を施工し，また掘割水路による流路

制御を図るとともに河床の固定と縦

断勾配を安定させるため，コンクリ

ートブロック床固工・コンクリート

床固工などの各工種組み合わせによ

り,69haに及ぶ広大な荒廃渓流を1

年という短い期間で安定した河道空

間に導き，緑化への足がかりを得た

ので，その復旧工法について発表す

る。

2．施工方法ならびに結果

カラマツ丸太を使用した丸太枠床

固工高さ3.0mを3基一体として斜

面の遷移点に配置し，その間を丸太

土留工・丸太筋工で25～50m間隔

に高さ0.6～1.0mの階段をつけ補

完し，全体を癖構造」として組み

合わせ，面的に広く斜面土層を安定

させた。また，丸太水路工は堆積土

層内の湧水地点や両岸山腹斜面から

の流水を直接掘割水路内へ導き，堆

、
18．4･19．2､、 ､
I82．．～

／・・18.1<--.一月ノ
|9.3.18．9.ノ．、116．9

20．8／・
〈羽帯地域,820，／･／音更町
、.､-.--,、 、．

/
、 、、

’9.6γ芽室町．、．一一～.へ‘
、．／

清水町における地位指数の
地域別分布（林齢30年時）

清水町全域をカバーするように，

29カ所の調査林分を選定し（林齢

20～40年)，その各々について地位

の判定(111a当たり上位250本の平

均樹高を算出し，地位指数曲線から

30年生時の地位指数を求める)，立

木の評価（幹曲がりについては一番

玉(3.65m材）の最大矢高により

比較検討）を行った。その結果，図

に示すように，北東部（美蔓・佐幌

地域）はⅡ等地の上の林分が多く，

北西部（石川地域）は地位の低い林

分が多い。さらに中央部から南部

（羽帯地域）は両者の中間にあっ

た。

3．地域別の育林指標

今回の調査結果から，良質大径材

の伐期を45年から60年とした場

合，林齢30年生時の地位指数20以

上（Ⅱ等地の中位）の林分というこ

とがわかった。

「カラマツ間伐施業指針」を参考

に，清水町の地域別の育林指標を示

すと次のとおりである。

美蔓・佐幌地域：地位指数22,疎

仕立I型，伐期50～60年，最終仕

立本数300本で優良大径材生産を目

林業技術No.5341986．9

標とする。

石山地域：地位指数16,疎仕立

I型，伐期40～50年，最終仕立本

数500～600本で一般材生産を目標

とする。

羽帯地域：地位指数20,疎仕立I

型，伐期50～60年，最終仕立本数

300～400本で一部は優良大径材,残

りは一般材生産を目標とする。

なお，末口径が大きくなるにした

がい曲がり率は小さくなるので，早

めに保育間伐を行い形質の良い木の

肥大生長を促進させることが必要で

ある。

各種床固工の最大地盤反力と断面1m当たり経費比較

エェ’ |蛎盤｜” 考
地盤反力
(t/m2)

断面積
(m2)

円
高さH＝3.om
天端幅2.0m
上法直下法3分

カラマツ丸太枠
床固工

4．97

’1｡‘'2”
7．35

高さH＝3.0m
134,108天端幅2.0m

上法直下法2分

高さH＝2.97m
595,538天端幅4.725m

‐上下法2割4分

壁面摩擦角6＝15・
地表の傾斜角f=4.6．
空隙率40%

コンクリート
床固工

コンクリート
ブロック床間T

8．45 6．90

7．38 18．44

｜
内部摩
土砂の
詰石の

摩擦角'=30｡
の単位重量γ＝1.8
の比重W=2.20t/m3

計条件設
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積土層内への浸透を排除した。

使用したカラマツは総量約3,500

1n3で，うち40%は国有林間伐材，

その他は県下民有林材である。カラ

マツ丸太は，現地で地形に応じて加

工し施工した。そのほか中詰石，巨

石（巨石水叩工，巨石護岸工などに

使用）など現地発生資材を活用した

治山構造物を群として有機的に組み

合わせた工法であり，最少の経費で

より大きい効果を生み出すことがで

きる。

4．むすび

施工後の濁川堆讃地は宅地造成も

しくは，圃場整備団地のように各丸

太構造物により区画され，整然とし

た安定河道となっている。特に，丸

太土留工，高さ0.9～|1.0mの基礎

付近からは地下水の浸出があり，当

初懸念した高含水土体の水分排除が

確認されたが，これは今後の緑化お

よび植栽工等の導入植生の根系発達

の土壌準備ができたことになり，そ

の効果は大きい。耐久性について

は10～20年を考えれば，後は植生

遷移のなかで安定的に誘導されるも

のと考えられる。

めた。

(2)選木は5列のうちより中央列間

伐を標準とする（ただし，劣勢木が

多い場合には第2列または節4列を

伐採列に変更)。残列の不良木も抜

き切りし，間伐率に包含した。

(3)伐木造材はパルプとチップ材と

し，材長1.8mに造材する。

(4)木寄せ作業は玉掛準備作業と併

用して，1カ所平均0.51n3とトラク

タショベルのウィンチ巻き上げ性能

に合わせた。

(5)集材路の開設は,I､ラクタショ

ベルの性能などを考臘して最高400

m以内とした。

(6)搬出作業は，オペレータ1人，

先山玉掛1人，荷下し枇積1人の3

人組で実施した。

3．結び

間伐を実施した結果,アカマツ20

年生林分から11n;，当たり1,282円

（59年実施)，同30年生林分から

1nf当たり2,409円(60年実施)の

収益を上げた。また，両林分とも枝

張成長が旺盛で樹勢に活気が見られ

る。さらに，本年春先の湿雪による

被害は見受けられなかった。これら

は，計画的生産とともに高密路網に

日本林業技術協会賞

高密路網とアカマツ列状

保育間伐について

宮城県米川生産森林組合

千葉正紀

1．はじめに

当生産森林組合は31年設立以来

拡大造林を進めてきた。その結果全

面積の78％に当たる72711aの用材

林を造成したが，そのうち42影の

311h鼠はアカマツ林分で，その大部

分が保育林分である。また，拡大造

林推進に当たって高密路網の開設を

目標に,林道3,820m,作業道55,344

nll集材路15,350mを開設し，路

網の密度が1ha当たり78.2mにな

った。

そこで，この高密路網を生かし上

述のアカマツ林分を間伐し，経営経

済上好結果を得たので報告する。

2．アカマツ列状保育間伐の実施

下表のとおり,20年生と30年生

のアカマッ人工林について実施し

た。その実施方法は，

(1)伐期60年を目標に間伐率を定
アカマツ列状保育間伐の事例

１林況
樹種・林齢

対象面積，材積

間伐量(間伐率）

アカマツ（人工林)20年生

1.80ha(190㎡）

チップ材60.5㎡(32%)

アカマツ（人工林)30年生

1.75ha(325㎡）

鳶脇鶏潔ヅ“%）
1.車道より対象林内に190m集材路開設

2.集材路よりトラクタショベルによりウィンチ巻き
上げ

3．トラクタショベルにより車道まで織出
／O-200ml

作業仕組

（ ）1mm

生
＝伐木造材

集材路開設

産木寄せ
擬出，滋裁

費豊械豊却豊
（パルプ材）
計

販売額

32.0人

10.0時間

5．5人

(オペ)3.5人
(､)7.o人

17.50時間

1．89㎡ ０
７
５
０
０
０
妃

４
３
７
７
《
廷

４
１
２
０
５
４

，
〃
刀
ｊ
ｊ

ｐ

３
８
３
０
１

“

５
２
３
７
２

２
４

4，189

465

550

1，158

356

0

6,718

11.m肺

17．28㎡

チップ
パルプ
材31.Onf l材62.5m,

チッグ材60.5nf 484,唖！8，000
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1.車道より対象林内に400m集材路開設

2.集材路よりトラクタショベルによりウイ
上げ

ンチ巻き

3.トラクタショベルにより車道まで擬出選別極秋

4.ﾄﾗｯｸにより石巻工場まで遮扱(契謡）
総数功程

37割5人2．49，『

13．0時間

7．0人13.36nf

聯;・歌人1s.58砿
30．o時間

4t（7，f稜）

金額

唖
諏
郵
釦
皿
翠
狸

９
３
４
５
３
７
４

７
６
２
６
６
８
７

２
１
１
７

，
８
９
２
８
〃
〃

1nf当たり

７
１
３
３
５
７
７

７
９
５
７
９
５
９

１
３
４
６
３
８
９

２

９

，
９

３
１
２
７



18

負うところが大きい。 イブ排水暗渠工で水路工まで誘導)。

のり切面：のり切りの勾配は1割

とし，直高2.5mごとに0,3m:幅の

階段を設け，編柵工でのり面の安定

を図り，むしろ伏による全面被覆

（目串にヤナギ枝）を行った。

盛土面：盛土のり勾配は1：1．2

とし,3m|以上の盛土高となる箇所

は埋設ブロック積工および埋設柵工

（マツ丸太）を施工した。

なお，シラス地帯の編柵杭は人力

によっていたが，打ち込み方(Lピ

ン使用）によって2次崩壊を起こし

やすい。そこでオーガー（農家で使

用している支柱穴あけ機）を一部改

良航の径に合うロッドと，らせん

板の鋼材部を厚くし，先端に刃をつ

ける）して用いたところ，①土壌を

損壊することなく杭打ち可能，②省

力化の促進（人力に対比して約3.5

倍功程アップ)，③シラス土壌以外

の土質にも適用可能，④木材の使用

拡大など好結果を得られた。

3．結び

当工事では固結度の高いシラス斜

面安定工法の－つとして，級斜面整

形工法により施工した。施工後，年

目の現況（写真参照）を見るに，斜

面緑化が確認され，所期の成果を得

たものと考えている。

なお，今後は箇所の実態に応じ

て，直立斜面安定工法と緩斜面工法

の併用を取り入れた施工が必要であ

ると考えている。

日本林業技術協会賞

シラス地帯における斜面

緑化工法について

青森営林局三本木営林署

唐牛孝司（現・弘前営林署）

日本林業技術協会賞

ウダイカンパ人工林の

除間伐試験

北海道岩見沢林務署

中茂正彦

1°はじめに

当署管内の岩名沢崩壊地は，地表

水の流入と湧水により急速に浸食さ

れて山腹崩壊を引き起こし，降雨ご

とに発達してシラス浸食形態の一つ

であるガリーを形成している。この

ガリー拡大を防止するために，基礎

工としての渓間工および山腹緑化工

を実施した結果，シラス地帯におけ

る斜面緑化について一応の成果を得

たので，工法，施工例を発表する。

2．工事内容

渓間工：山脚の固定を図るため谷

止工1，コンクリート土留工2，鋼

製続枠3を施工した。

水路工：谷頭部にのり枠を施工し

誘導集水し，アスファルl､マット水

路で本流まで排水した（ネトロンパ

1°はじめに

有用広葉樹の大径材生産を主眼と

した施業方針を見いだすべく，高級

家具材あるいは化粧材として高価格

なウダイカンバについて人工植栽試

験地を設けた｡今回は,除間伐実施後

の生長経過および除間伐の効果につ

いて検討・考察したので報告する。

2．施業経過ならびに生長量の比較

表･1のよう‘な施業経過をたどっ

たが，第1回目の伐採ではB,C,

D区（試験区名については表･2参

の施業経過

鰐見沢経営区80林瑳554班内）

表･1試験区

年度

34

35

36～40

鍵，47

50

57

人
Ⅱ
４
・

一
１
２
湾
即
”
詔

側林 施 業経過

新植4,000本ﾒha,下刈り全刈り2回，殺鼠剤散布

補植4,500本ﾉha,下刈り全刈り2回，殺鼠剤散布

36,37年下刈り全刈り2回，38年全刈り1回，
39,40年筋刈り1回

つる切り除伐

第1回除間伐

第2回除間伐

表･2各試験区における幹材積生長量

生(sf5縄闘生(虚‘幾j鬮施業経過
年平均生長量|指数年平均生長量|指数 （除間伐）

9.821998.84113無施業

7．881915.”1222回

6．861797．78130〃

6．522306．87136〃

9.152486.061241回（前回無施業）

8．532403．29115〃

試
験
区
一
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ
Ｆ

※単位;nf/ha・年
指数：各生長期間内で期首を1mとしたときの期末の値
試験区の面談:"O.1ha施エ後1年目の現況

林業技術No.5341986.9
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照）について中・下層の形質不良木

伐除（伐採本数300～810本/ha,*

数比20～30％）を行った。第2回

目伐採ではE,F区（前回まで対照

区）も間伐回数による生長比較のた

め伐採した（伐採本数230～500本／

ha,本数比20～29%,材積比16~

23影)。

次に量的生長について見るに（表

・2)，第1回目の伐採後年平均生長

量は対照区(A,E,F区）のほう

が大きな値を示したが，これは間伐

率が低くく，かつ中・下層木を主体

に伐採したことによろう。第2回目

の伐採では，対照区では生長量の伸

びは頭打ち傾向にあるが，実施区で

は対照区を上回っている。これは，

伐採が上層木にも及び樹冠の拡張に

伴い肥大生長が促進されたことによ

ろう。

3．考察

調査結果から間伐率の低い下層間

伐ではその効果は期待できず，した

がって本数密度を考慮しながら間伐

を適期に繰り返し，上層林冠での競

合を緩和させることにより，旺盛な

生長が期待できることがわかった。

無施業区の生長経過を見るに,20年

生前後で自然枯死量の増大，上層木

の競合による形質悪化が現れる。し

たがって,第1回目の間伐は20～25

年生，平均胸高直径10～12cmを一

応の目安とすることができる。さら

に検討を加え，ウダイカンバ人工林

の施業指針を作成したい。

う場合が多かったが，今回1人で株

替えができる方法を工夫し，一応の

成果が得られたので発表する。

2．新しい株替えの方法

次のような作業手順で行う。

(1)ELLでCRを新しいスタンプ

の方向へ移動し,LBを新しいスタ

ンプBの近くのスタンプにSLで固

定する。(2)LFLとHBLを十分に

ゆるめ，先山側のLFLに，巻付け

グリップと台付けロープを使用して

ガイドブロック(GB)を取り付け

る。(3)GBにHBLを掛ける。(4)C

Rを元柱側に移動させてLFLを引

き上げ,HBLを新しいスタンプB

までの距離に相当する長さまで引き

出してCRを止める。(5)HBLを仮

止めする。(6)CRをBの方向に戻す

とHBLにたるみが生じるので，こ

れを利用してスタンプBまで引き込

み,GBを通してセツl､する。(7)最

後に固～四の順に取りはずして（図

・2）株替作業を終了する。

3．実行結果

CR
至TT

、

図･1CR
ーHTR－詞 SKL

■Ⅱ■■一一一

-一三一一一

話二二二豐、、

、、､、キャレジを元の
、、、､位漣まで戻ず
、､

1、
、、
11
1

Ｌ
の

日本林業技術協会賞

ホールバックライン株替え

のひと工夫

東京営林局甲府営林署

内船製品事業所

望月純雄・加藤明

一
、力み
る

、

《B団、
CGB

､Q

(宿
1．はじめに

従来の麻替え」作業は2人で行

セットするロー囚は取りはずしの順序

図･2

林業技術No.5341986.9



20

期・施工年度数の短縮による経費節

減と早期の森林造成などである。

短所：①現場内で長尺材(3m)

の運搬が困難，②硬い地樅では杭打

ちが困難，③転石の多い箇所や礫層

地帯では不適当などである。

4・おわりに

山腹工は，その崩壊地の条件に応

じての計画が必要であるが，本施工

では従来工法に比較して11la当た

り16％，500万円の節減となり，間

伐促進の利点と併せその効果は大き

い。

(1)1人では無理であった50m以

上離れた株替作業が可能となり省力

化が図られ，副作業を軽減すること

ができた（年間の株替えならびに所

要時間は半減)。

(2)チルホールなどの株替えに必要

な器材は，従来の方法に比べ少なく

て済む。

(3)HBLの引寄作業が容易に，し

かも安全にできるようになり，腰

痛，ギックリ腰の予防ができる。

した瀧切用アタッチメントを考案し

た。

2．アタッチメン|､の構造

溝切刃は,厚さ4mmの鋼板とし，

先端を曲げ丸味をつけて仕上げた。

3．実行結果

淵切りから仮植完了までの一連の

仮脳作業について，従来の人力作業

と比較して92筋の能率アップ,約4

割程度のコストダウンとなった。

さらに，(1)立った姿勢で機械操作

による溝切り，土寄せができるので

腰術等が解消できた。(2)作業管理機

前部のローターが土を細かく破砕す

るので，根腐れ苗が少なくなった。

(3)土壌が湿潤な状態のとき，人力で

は無理な仮植作業も可能となった。

(4)女性でも簡単に操作できた。

間伐材利用による崩壊地の

早期復旧について
仮植作業用アタッチメント

の考案について

名古屋営林支局高山営林署

丹生川種苗事業所

田中武雄・白川富夫

前橋営林局中之条営林署

菅谷岩男・田村達一

1．はじめに

小径丸太の需要拡大を図る一環と

して，カラマツの間伐材を山腹工事

に使用して好結果を得たので報告す

る。

2．施工方法

土留工の箇所数を極力節減し，全

面的に丸太筋工を施し，直接植栽工

に移行する。丸太筋工は，横丸太1

本としたため地上筋高は平均0.1m,

筋間のピッチは直高1.0mとして，

その間に植付けを行い，丸太から微

粒土砂の流出防止と自然植生導入の

一助として，付近から採取した雑草

株1m当たり1束(1m縄締め）を

挿入した。使用した丸太は合計36

1ns(0.2ha)である。

3．考察

上記の施工結果を見るに，表土の

安定は予想以上に良好な結果が得ら

れた。丸太筋工の長所，短所は次の

とおりである。

長所：①地形に応じた施工が容

易，②地耐力の増加，堆稜土の安定

による基礎工の工種，箇所数の軽

減，③雨水の集中流下の防止，自然

植生の導入・定着の促進，④緑化工

との併用も容易，⑤施工の簡易，工

祢業技術No.5341986.9

林地除草剤（ザイトロンフ

レノック微粒剤）の効果試
験

熊本営林局佐賀営林署
厳木担当区園田豊
唐津〃西山敬司
七山〃船ケ山能敬
相知〃田添歳章

1．はじめに

当事業所では山行苗を前年の秋に

掘り取り仮植しているが，この仮植

床溝切りは中腰による手作業でかな

りの重労働となっている。そこで，

この重労働を解消し併せて能率向上

による苗木コストの低減を図るた

あ，安価で軽便な作業管理機を活用

1°はじめに

かなり広い範囲の植生に対して効

作業管理機

11．0 区分規稚

8．4 全長

全幅

全高

重趾

エンジン

8．4 130cm

60cm

95cm

39.5雌

芝浦GE
犀10RE

ガソリン

1〃/時間

前進2段

Ｉ １
１
１

12。

II
I’
－－－－－－＋

35口 I

Ｉ
ｌ
Ｉ
ｒ
１
Ｉ
Ｉ
‐
‐
‐
‐
‐
‐
＃

０
０

２

１

燃料

燃料消費

変速私
18．6

2

’而諄雲葬4

5.0

溝切用アタッチメント
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り，また重相関係数も0.812と大き

いことから，支局管内での適応性も

高いと考えられる。

果を示すというザイトロンフレノッ

ク微粒剤について，これを事業的に

使用する手法確立を目ざして，隣接

4担当区主任がそれぞれの情報を持

ち寄り合同で試験地の設定から調査

分析まで行い，一応の成果を得たの

で発表する。

2．調査ならびに考察

試験地は薪炭林跡地であるが，59

年7月9日に葉面を乾燥および湿潤

状態にして薬剤をそれぞれ1ha当た

り80kg,100kg,120kg散布し

た。調査は，植生，薬量，葉面の乾

湿別の薬効，1年経過後の薬量別薬

効髄生別残存数，植生高，裸地の

占有率）について行った。その結

果，

造林木と他植生との関係について

見るに，薬量別薬効は植生高を直線

的に低下させたが,植生数は100kg

区から急減した。植生高は100,120

区では2年経過しても造林木の平均

樹高値にも達せず，したがって下刈

りは省略できると考えられる。

植生の本数密度については，対照

区を100とした場合80kg区75%,

100kg区51%,120kg区21%で

あり,100kg以上ならば造林木に

対する側圧は対照区の50％以下と

いう弱いものになる。

労働生産性と経済性については，

1ha当たり100kgの処理で当年の

下刈りとつる切りが同時にでき，1

年後の下刈りも省力できるので，74

影の省力化，26影の経費節減が可

能と考えられる。

3．結び

植生の実態に応じ薬量を判定して

計画的に実施すれば，薬剤処理当年

を含め3回程度の下刈り省略も可能

であると考えられる。

天然林の成長予測一天然
林における広葉樹林分の成
長予測

北見営林支局留辺蕊営林署

温根湯担当区森川誠道
間伐材を利用した治山工法

（丸太水叩工）について

帯広営林支局

山根英公・小柴二男

本別営林署

鈴木寿男。林保夫

1°はじめに

人為的な操作が可能であり，かつ

林分の成長率に大きな影響を及ぼす

と考えられる蓄積，本数等の密度因

子から天然林分の成長率を推定する

ことを試みた。特に，今回は天然林

における広葉樹林分の成長予測に取

り組んだ。

2．解析方法および結果

北見計画区内に設けられた天然林

固定標準地のデータを使って重回帰

分析を行い，広葉樹林分の成長率と

林分の密度因子との関係を調べた。

その回帰式は，次のとおりである。

PL="0+",1ogV+"21ogVL

+"81ogM

PL:広葉樹林分材積粗成長

率％

V:全林分材積m3/ha

砥：広葉樹林分材積

m3/ha

jVij:広葉樹本数本/ha

プロット数62,自由度58,重相

関係数0.812。

1°はじめに

治山ダムの洗掘防止のため「カラ

マツ間伐材を利用した水叩工」を試

みたところ，水叩工として十分な効

果が期待でき，間伐材の積極的利用

および経費の節減につながることが

明らかになったので発表する。

2．施工方法

丸太水叩工：水叩きの長さ12m

に対し，末口径14cm,長さ3mの

敷丸太（横）を3m幅に18本横並

べとし,3nl×3mを1基とし4基

並べ連結した。ダム本体に中25mm

のアンカーポルトを埋め込み16mm

ワイヤーロープで結束し，自由に動

くことにより衝撃を和らげるととも

に移動防止を図った。

法押丸太：常水の落下による洗掘

防止のため，丸太を横並べとし16

mmアンカーで本体に固定した。

丸太垂直壁工：丸太水叩の下流側

洗掘防止のため丸太柵工による垂直

壁を設置し，その背面には土砂流出

防止と緑化のためヤナギ立そだを使

用した。転倒防止のため腹起こしを

取り付け控杭により結束固定した。

丸太側壁工：両側浸食防止のため

丸太垂直壁と同じ工法により丸太側

壁工を設置した。

3．施工結果と考察

完成後，約3カ月の観察によれ

ば，①河川水の流入により水叩きが

浮き上がり水中に埋没し，水中貯木

の状態になり（ウォータークッショ

ン）土石の衝撃を和らげている。②
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浮信闇|上値回帰係数

この回帰式を事業区内の天然林施

業試験地に適用したところ，実測値

と計算値の間には良好な一致が認め

られた。本式によって，天然林の広

葉樹林分の成長率を現状および伐採

後のそれぞれについて推定できるの

で，伐採計画を立てる際有効に活用

できる。なお，データが広汎な地域

および多様な林相から選ばれてお
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垂直壁および側壁は周囲の土砂流失

を防いでいる。③ヤナギが芽を出し

始め水叩きおよび側壁法面を保護し

ている。④60mm程度の豪雨にも

よく耐えている。

丸太水叩工の利点として，カラマ

ツ間伐材の利用，工事費の節減（約

'0％)，工期の短縮，高度の技術を

要しない，などがあげられる。

地質のよく似た施業地を選定し，地

栫えの伐根，刈払いの高さ等を基準

に6～7cm,9～10cm,14～15cm

の3段階に区分し，1日の作業鐙等

を調査した。その結果をまとめたの

が表･1である。これらのデータと

過去の経験を生かし,表･2の歩掛り

を採用し実践に供している。

など作業上の難しさはあったもの

の，1本当たりの材職が増し従来以

_上の功程が得られた。(3)生産材の内

容が変化したが，径級階別生産比率

により販売額を試算すると針葉樹で

4.7％，広葉樹で2.5％の増収とな

る。なお，原料材の生産比率は同じ

ような林分内容のもとでは針葉樹と

同じように減少するものと思われ

る。

2）保残木の損害防止対策

次の点に十分留意した。(1)集材

路，土場の作設にあたっては，保残

木の多いところを避け，線形とし極

力切土量少なくし，さらに，集材路

は稚幼樹群生地を避け，集材路の曲

線部内に末木枝条等によりあて木代

わりとする。(2)伐倒作業について

は，伐倒方向は支障木を生ぜず，か

つ引き寄せ容易な方向とし，大径木

引き寄せの際保残木を損傷させるお

それのあるときは半幹材とする。(3)

集材作業については，全幹材の引き

寄せにより保残木を損傷するおそれ

のあるときはトラクターの位憧を変

えたり，ブロックを使用して引き出

し方向を変え，また急傾斜地では引

き上げる。

3）保残対象木の保残状況と支障木

の発生状況

従来の方法に比較して本数で約2

倍，材稜で約3倍の保残木が残り価

値生長を高めたが，支障木は総本数

に対し18％となった。

以上のように，保残木作業を実施

しても能率性，収益性は十分に確保

できると考えられる。

天然林施業と製品生産事業

について町有林経営を通じた実践に

関する考察
旭川営林支局旭川営林署

山田孝信宮城県河北町産業課

今野忠市
1．はじめに

当署の神楽製品事業所における保

残木作業への取り組みとその成果に

ついて,60年度の実行結果を取りま

とめたので報告する。

2．作業の進め方と実行結果

1）能率性の確保

(1)対象面積が増えたので集材路な

らびに土場を増設し，さらに集材|、

ラックにより先行作設に努めた。(2)

対象木の散在および保残木への配慮

費比較表

（地弥え～下刈りまで1ha当たり円）

1．はじめに

河北町の町有林(189ha,うち人工

林1851,a<1,2齢級が72%>)に

ついて，直営作業員による一貫作業

（造林から保育まで）を実施し，作

業能率と育林効果を検討しつつある

ので報告する。

2．実行結果

まず町有林になじむ歩掛りが必要

であり，過去の経験から植生,地形，

表･1作業経
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1°はじめに

スギ人工林（25～56年生)に侵入
はしご使用打ち商5m
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したブナを主とした有用広葉樹との

混生林において，スギ立木が純生ス

ギ林木に比較して形質の良いことに

着目して調査したので報告する。

2．調査結果と考察

純生区との比較において，

(1)混生区では根元曲がり長は減少

し，幹曲がりは林齢が高くなるにし

たがって減少し，形質低下は見られ

ない。

(2)主林木となりうるブナ等の有用

広葉樹が成立本数の20％を占め，

したがって成立本数に対するスギと

ブナ等有用天然木の主林木本数比率

は，林齢25年で45％，林齢56年

で40％を占めている。

(3)各林齢ごとの樹種別混生比率

は，ブナが平均79％である（以下，

ブナ等有用天然木をブナと呼ぶ)。

(4)主林木A(形質良好の優勢木）

とB(側圧により樹冠はやや小さい

が，スギの伐採により旺盛な生長が

期待されるもの）の樹高差は,25年

で0.7m,56年で3.6mとなってい

る。

（5）スギとブナの主林木の成立本

数は，スギ収穫予想表のそれに近似

していた。ブナ主林木には変化はな

いが，スギの主林太は林齢とともに

減少したものの幹曲がりの少ない良

質材として成長している。

(6)伐期齢における1ha当たり期待

本数は，スギは60年で300本,ブナ

は100年で400本と推定される。こ

の場合スギの胸高直径，樹高，収量

比数は,35.0cm,21.0m,0.36,

スギ主伐直後(60年)のブナは23.2

cm,18|．5m,0.78となり,100年

で材積は1ha当たり428nl@になると

みられる。

(7)年利率3.5％で後価計算する

と，100年の純生林を100とした場

合，混生林は113となり，混生林と

して造成したほうが有利となる。

ケヤキースギの複層林の実

態と施業に関する一考察

高知営林局安芸営林署

浜田寛憲（現・安芸営林署）

1．はじめに

当管内にケヤキ（大正3年植栽，

3,000本/ha)を上木としたケヤキ．

スギ（昭和7年植栽，1,500本/ha)

複層林が保残されているので，その

実態を解明し，考察した。

2．調査結果の分析と考察

調査項目別に分析してみると，

(1)ケヤキの平均枝下高は9.4mで

あるが，これは樹下植栽されたスギ

により低いほうの枝が枯死したこと

による。(2)二又木以上の幹の分岐木

は，総本数の42％と高い比率にな

っている。(3)不定枝の発生は，林分

の中央部および成立本数の多い区域

で少ないが，これはケヤキ．スギ複

層林の効果と考えられる。(4)枯損枝

は発生木平均で59枝あり，枯枝径

2cnl前後から材面に死節腐れ，変

色，目流れ，入皮など材質低下の原

因となっている。

＜施業方法等についての考察＞

(1)下層木となるスギの樹下植栽時

期はケヤキより15～20年後に，本

数は1,500本/ha程度が適当と考え

られる。(2)スギの暴れ木，形質不良

木は早期に除伐，ケヤキとの競合前

に利用間伐を行うこと，ケヤキ樹幹

の上方にあるスギは間伐の対象とす

ること（ケヤキは幼，壮齢時に斜面

下方へ傾斜する特性があるので)，

伐倒方向の慎重な決定(樹幹や樹冠

の損傷により不定枝が発生するの

で）ならびに木寄小出し方法による

こと，が良策と考えられる。(3)幅10

~15mの林衣を設け（ケヤキは直

射日光により不定枝が発生するの

で)’その林衣については，スギ下

層木がケヤキ枝下高に達した時点で

上層木を強く択伐し，樹下植栽によ

23

り一時二段林を造成し，樹下植栽木

がケヤキ枝下高に達した時点で上木

を間伐する。(4)スギを下木とする林

型は，他の広葉樹を下木とする場合

より市場性が高いので，ケヤキの主

伐期までに2～3回スギを収穫する

一時三段林施業が考えられる。

ツリーラックによる搬出作

業と今後の課題

大阪営林局鳥取営林署

松園蝪方

1°はじめに

林道開設のための支障木の搬出に

あたって，ツリーラックにより2次

支障木ゼロで実行した。この際，大

径材の搬出も可能なように改良し，

成果を上げることができたので発表

する。

2．調査結果ならびに課題

ツリーラックは機関車，エンジ

ン，レール，トロッコ等から構成さ

れ，レールの下面はラックになって

おり，機関車のピニオンギアとかみ

合って走行する構造となっている。

調査結果から，次のような点が確

かめられた。

(1)重量材(1t程度）を安全に搬

出できる。(2職出支障木が出ない。

(3)残存木の損傷がない。(4)搬出コー

ス幅が1m程度あれば作業可能であ

る。(5)吊荷は地上40～50cmのとこ

ろを走行するので人的，物的にも危

険はきわめて少ない。

次にツリーラックの長所，短所を

挙げると，

長所：(1)ラックレールであるた

め，急傾斜でも積荷がスリップしな

い。(2)丸太の積み込み，荷卸作業は

1人でもでき，レール地上高が低い

ので作業が容易である。(3)吊下方式

のため積荷は安定し，走行性がよ

く，カーブでの横揺れがなく，林

地，立木，植物を傷めない。(4)機関

林業技術No.5341986．9
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車は定速自走のため，オペレーター

は不要である。

短所：(1)架設の際制約は少ない

が，人工数がかかりすぎる。(2)単線

片道運材集材方式であるため，運材

距離が長くなると，待ち時間が増し

作業能率が低下する。したがって今

後の課題として，架設作業では架設

線の長さ，ワイヤーロープ径，サポ

ート間隔，レールの接合方法，レー

ル吊りフック，人工支柱について，

運材・木寄せ・撤収作業では機関車

の速度，リレー搬送，木寄せ，レー

ル撤収について，それぞれ改善を必

要とする。

1．はじめに
I土え

安全かつ能率的に極検知を行うた

め丸太に標示しやすいカラースプレ

ー，原材料の層積測定器具および丸

太の木口割れ防止用S潔打込器の3

点の使用器具に創意工夫を加え，改

良考案したので発表する。

2．計測器具の考案

カウンター付標示器：スプレーに

代わる標示用器具を種々試作使用し

た結果，長径級，品等を読むと同時

に丸太の木口に押印することによっ

て，本数のカウントと標示が同時に

できるカウンター付標示器を考案し

た。従来に比べスプレー1本分の金

額で約10倍の標示が可能である。

層積簡易測定器：従来の方法では

効率ならびに安全に問題があったの

で，市販品のメジャーポールとメジ

ャーを組み合わせ，簡易測定器具と

して試用した結果，1人ではしご等

を使用せずに高い極や傾斜地の搬が

容易に測定できることになった。

安全s環打込器：木口割れを防止

するには，玉切時点で打ち込むとよ

いが，作業の関係で巻立後に打つこ

とが多い。そのため作業がやりにく

く事故を起こしやすかったが，従来

の使用器具を一部改良した結果，ハ

ンマーの振動が直接手に伝わらず，

安全器具のゴムで滑りを止めるため

手を保謹することができた。

3．おわりに

上記3点のそれぞれの製作に要し

た費用は，カウンター付標示器（廃

品による自家製造を含む）で1,550

円，簡易測定器で17,000円，安全

S環打込器（廃品利用を含む）で

300円であった。これらの器具の改

良工夫によって，計測業務の効率化

と経費の節減，さらには安全作業の

確保等に大きな成果を得た。

素材計測器具等の考案に

ついて

北海道営林局定山渓営林署

蛸島義男・佐川勇
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操作は簡単,そして最高の捕獲率力翻待できる新製品です。 ●仕様
90×37りh,

05×60%

】入)¥4b800
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全国広葉樹《試験林｡見本林》の概況

樹種

ミズナラ’センノキ，

カツラ，シナ類，イ

タヤ類など約30"

(天然林）

ダケカンバ，ウダイ
カンバ，ケャマハン
ノキなど約10種（天
然林）

アサダ，ミズナラ，

アオダモ，シナ類，

イタヤ類など約30種

ウダイカンバ

ミズナラ

ミズナラ

Ⅲ ．営林局

広葉樹試験林

名称・面積(ha)･場所・設定年月

択伐試験地

①4.74油河事業区1“林班

・昭29.8

②1.06夕張事梁区317林班

・昭27.9

③3．56新認雛区143林班

・昭30|.9

風瞥森林試験地．1.76・白老事

業区“・“林班・昭31.8

広葉樹施業実験林･51.20･夕

張事業区513林班・昭60.3

目 的

天然林に対する択伐の効果を明

らかにするため，林分構造，成

長量，枯損量，更新等の推移を

長期間調査することを目的とし

て，林相別に設定した固定試験

地。（全部で6カ所中，広葉樹

林は左記3カ所）

昭和29年の15号台風被害地の自

然回復による遷移パターンを明

らかにするため，風害総合調査

団（松川恭佐団長）の要請によ

り，林相別に設定した固定調査

地。（全3カ所中，広葉樹林は

左記の1カ所）

広葉樹および広葉樹林の特性を

解明し，成長量の増大と品質の

向上を図ることを目的として，

調査研究と施業を並行して進め

るための実験体

ウダイカンパ天然更新の育成施発生してから13年目を経過した

業試験地.l.OO･北海道上川郡ウダイカンバの再生林につい

愛別町協和・旭川蛎業区16林班て，小径木のうちに人手を加え

う・む小班・昭58.6た場合，形質，量的生育状況等
にどのような変化が現われるか

を調査する

難鰯鮮鴛(濯鰯,|穣蕊篭蕊灘
市納内町・深川事業区139林班ナラの中・大径木を対象に，価
い小班・昭53.10値成長の墹大等の賓料収集のた

め

広莱樹施業試験林･0.46･北海

道空知郡南海良野町字金山・金

山甑業区68林班が｣､班･昭53.10

ミズナラ，シナノキ，センノキ

等の有用広葉樹の小・中径木を

主とする再生林を，除・間伐等

により，価値成長の増大等の資

料収集のため

’ 現況・データ・〔管理機関〕

各試験地とも第1回択伐後約|30年を経過し

て現在260m3/ha前後の大中径木の多い林

相を呈しているが，股近の成長瞳は下降気

味である

．「択伐林の推移と樹租別成長獄に関する

鋤斗」1985年3月，北海逆営林局刊
〔北海道営林局計画課〕

現在，風害後約30年を経過して，ダケカン

バを主とする広葉樹2次林がネマガリダケ

密生地の中に群団状に拡大成立しつつあ
る

．「風害森林試験地調査報告」1982年1月
北海道営林局刊

〔〃〕

大正末期以来，択伐施業の行われてきた広
葉樹林で，現況は中小径木を主体とする
260m3/ha前後の形質良好な林分である。

本年度から8年回帰の照査法的施業を計画
しており，現在，研究機関と共同で各種調

査に着手したばかりである

〔〃技術開発室・計画課・夕張営林署〕

昭和49年度，58年度「畑11営林支局業務研

究発表集録」

〔旭川営林支局計画課技術開発室・旭川営
林署〕

昭和60年3月「旭川営林支局技術開発盗料

No.5,6」

昭和54年，57年「旭川営林支局灘務研究発

表集録」

昭和60|年3月

No.5,6」

〔〃〃・深川営林署〕

｢旭川営林支局技術開発質料

〔〃〃・金山営林署〕

林業技術No.5341986.9
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現況・データ・〔管理機関〕

昭和48年3月｢旭川営林支局の林業諾試験」

昭和60年3月「代表的林業試験地の概蕊」

’｜樹種
|ヤチダモ

名称・面積(ha)･場所・設定年月

ヤチダモ天然林の林分椎造と成

長試験林。9.50・北海道上川郡

朝日町・朝日事業区170林班い

小班・昭31.6

ブナ

林齢55年（設定噸5区画

現況（間伐後，ha当り）直径樹高

4区783本230m322cml7m

5〃517〃169〃23〃16〃

古ロプナ2次林間伐試験地・同上

o､56・山形県最上郡戸沢村新庄

営林署管内207林斑・昭54

林業技術No.5341986.9

､

ウダイヵンバ

ミズナラ

ウダイカンパ

ウダイカンバを主と

する27樹種

ブナ

カンパ再生林試験林（林分櫛造

と成長)・3．00・北海道美瑛町

字下俊英布･美瑛事業区26林遜

い小班・昭36.6

ミズナラ再生林施薬試験地．

1.00・生田原営林署8林班・昭

50．11

広葉樹高品質材生産林．6.37・

遠軽営林署227林班・昭55.10

広葉樹2次林における施業実験

。1.65・帯広営林支局足寄営林

署足寄事業区2と林4班・昭52

藤里ブナ2次林除伐試験地。

0.23・秋田県山本郡藤里町藤里

営林署管内3琳瑳・昭58.5

再生林の林分椛造と成長過程を

明らかにし，再生林施薬の指針

とする

数少い山火事跡のミズナラ萌芽

再生林であることから，その成

長推移を調査把握する。また間

伐・枝打ちの試験を実施して優

良大径材生産の資料を得る

ウダイカンバを主体とする山火

再生林に広葉樹大径材の生産を

目標として広葉樹高品質材生産

林を設定すると共にその一部に

試験地を設け間伐等を実施して

その成長推移を把握する

ウグイカンバを主とする2次林

における高品質大径優良材を生

産する

ブナ天然更新2次林の成長経過

の実態調査を行い，その成果を

もとに合理的な保育方法を検討

し，今後におけるブナ2次林施

業のための埜礎資料を得る

昭和48年3月｢旭川営林支局の林業賭試駒

昭和60年3月「代表的林業試験地の概要」

〔〃〃・美瑛営林署〕

北見営林支局業務研究発表築録

昭和50年度21号

北方材錐1985,V01.37,N0．8

〔北見営林支局計画課・技術開発室〕

北見営林支局業務研究発表集録

昭和56年度27号

北方林業1986,Vo1.38,No.3

〔〃〕

昭和53年12月Z30m3/haの2次再生林を本

数27％材讃23影の間伐を実施した結果，年

成長戯5.6,3/haとなっている

醗告番類）

1．嘩務研究発表会集」帯広営林支局，昭

和58年度

2．「北方林業」昭和61年4月号

鰐広営林支局・足寄営林麹

林齢“年（設定時）

賦験区4区画

(業務研究発表昭6o秋田営林局）

注，除伐昭58年実施

〔秋田営林局・藤里営林署〕

ブナ 増田ブナ2次林間伐試験地．

0.56・秋田県平鹿郡増田町増田

営林署管内39林荘・昭54.7

同上 林齢55年（設定時）3区画

現況0削伐後，ha当たり）直径樹高
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注，間伐昭54年実施

〔〃・地田営林鵜〕

ブナ

生保内ブナ2次林間伐試験地。

0．33・秋田県仙北郡田沢湖町生

保内営林署管内52林狂・昭54.9

ブナ2次林の間伐について施業

方法，時期，効果等を検討す

る

林齢“年（設定時）3区画

現況（間伐後，ha当たり）直径樹高
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注，間伐昭54年実施

〔〃・生保内営林署〕
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’

ブナ 上部ブナ帯における施業技術の

確立のため伐採率別，地表処理

方法別に植生の変化，稚樹の発

生・硝長および消失原因，伸長

丑並びに飛散調査等を経年的に

林業技術No.5341986．9

樹種｜名称･面満(ha)･場所･段定年月｜目的

ブナ

ブナ

ブナ

シオジ

《
ブナ

ブナ

ナナ

ブナ

古口ブナ2次林間伐試験地．

0.70・山形県最上郡戸沢村新庄

営林署管内207林班・昭“

入角山ブナ2次林佃伐試験地．

1．00・秋田県仙北郡中仙町角館

営林署管内181林避・昭56.11

酒田ブナ2次林間伐試験地．

0.56・山形県飽海郡八幡町酒田

営林署管内21林班・昭58.8

シオジの天然更新法試験地．

0．73．群賜県多野郡上野村大字

楢原字水谷国有林，高崎営林署

高崎事業区80林班へ3小班．昭
59

ケヤキ沢ブナ天然林施莱賦験地

・0.92・福島県耶麻郡猪苗代町

大字若宮字吾妻山国有林，若松

営林署若松事誰区183林班れ小

班・昭49.7

玉川ブナ天然林施業試験地．

0.98・福島県大沼郡昭和村大字

大芦字御前岳国有林，坂下営林

署坂下事業区87林班へ小磁・昭

49.7

湯ノ小屋ブナ天然林施業試験地

・1．03・群馬県利根郡水上町大

字藤原字大利根国有林，水上営

林署水上事業区67林磁い小狂．

昭49.7

商石ブナ天然林施業試験地.

1．13・新潟県南魚沼郡湯沢町字

苗湯山国有林六日町営林署六

日町事業区15林班い10小遜・昭

50.10

夕

ブナ2次林の間伐について，施

業方法，時期，効果等を検討す

る

同上

同上

近年建築撒造および生活様式の

多概化に伴い広葉樹製品の需要

が増大しつつあることを踏ま

え，以前から優良材として希少

価値の高かったシオジについて

天然下種更新法により，2次成

林の碓実な造林が可能かについ

て鯛査を行い，施業技術の確立

を図る

上部ブナ帯における天然林施業

については技術的に解明すべき

問題点が多いので伐採から保育

までの各種作業方法の選定基準

等施業体系の確立を図る

同上

同上

同上

現況・データ・〔管理機関〕

″
″
〃

１
１
３

１
１
１

″
″
″

５
４
８

１
１
１

″
〃
″

４
曇
９
２

３
３
２

２
１
１

″
″
″

５
７
３

７
１
８

９
１
？

』
３

１
１
″
″
″

６
７
８

注，間伐昭54年実施

〔〃・新庄営林認

林齢45年（設定時）4区画

業務研究発表集昭59秋田営林局

注,間伐,林齢45年および林齢54年時に実施

〔〃・新庄営林熱

林齢45～55年（設定時）5区画

研究発表論文集昭55,57秋田営林局

注，間伐昭57謎歯

〔〃・角館営林署〕

林齢57年（設定時）2区画

業務研究発表集昭58秋田営林局

注，間伐は昭58年実施

〔〃・酒田営林署〕

昭和44,45年

｢シオジの更新に関する調査」

前橋局発表集No.16，25

4

〔前橋営林局技術開発室・高崎営林署〕

林業試験台帳に記載

昭和56年「トラクタ集材とブナの更新につ

いて」前橋局発表集No.26

昭和58年「ブナ林の施業法」（中間報告）

〔〃・若松営林署〕

同上

〔〃・坂下営林割

同上

〔〃・水上営林署〕

同上

〔〃・六日町営林署〕

昭和49～51，55「上部ブナ帯の天然更新技

術の確立」前橋局発表集No.19～21,25

昭和56「ブナ林の天然更新“子の飛散と

落下量)」前播局発表集No.26

昭和57「ブナ稚樹のI環､別消長について」
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樹種｜名称･面積(ha)･場所･設定年月｜目的
｜行い施業方法の確立を図る

シオジ

ブナ

ブナ

ブナ

ブナ

キノ､ダ

キハダ

広葉樹

ブナ

ブナ

本谷A種収穫試験地．2.09・群

馬県多野郡上野村大字楢原字本

谷国有林，高崎営林署高崎事業

区69林班ろ小班・昭14.4

ブナ天然更新試験地（皆伐母樹

法）・1.76・長野営林局飯山営

林署管内153た林小班・昭41

成長戯，収謹量およびその他の

統計寅料を収集するとともに林

分拙造の推移を解明する

皆伐母樹法，漸伐，帯状皆伐を

実行し雅樹の発生消長を調査

し，保育方法等を検討する

ブナ天然更新試験地（漸伐）・同上

2.07・長野営林局飯山営林署管

内60り林小班・昭41

ブナ天然更新試験地（皆伐母樹同上

法・帯状皆伐）・長野営林局飯

山営林署管内

･5.2460ち林小班(昭42)

2.4260"(昭41)

ブナ天然更新試験地（皆伐母樹同上

法）・1.88・長野営林局飯山営

林署管内129つ林4唾・昭48

ノ

キハダ等天然更新幼齢林保育試

験地・長野営林局飯山営林署管

内

・2．22ぬち林小唾

0．34153そ〃

・昭認

キハダ等天然更新幼齢林保育試

験地･0.27・長野営林局長野営
林署管内28に林小班・昭54

ブナ林漸伐試験地内およびこの

周辺の皆伐箇所で伐採前に除草

剤を散布天然更新工類として，

ここに生育したキハダ，カンパ

の天然更新を期待した林分の生

育状況と本数調節による生育の

促進を図る

同上

広葉樹間伐試験地．1.62・長野

営林局臼田営林署管内97よ林小

遜・昭58

若齢広葉樹林分の密度管理基準

を求める。尉象林分は主とし

て薪炭林施業跡地に成林するナ

ラを主体とした広葉林分」

尾上郷ブナ天然更新施業指漂林天然更新施業体系の検証

・6.78・岐阜県大野郡荘川村尾

上郷国有林・昭49.7

原山本谷ブナ天然更新施業指標同上

林・3.錘・岐阜県吉城郡河合村
原山本谷国有林・昭51．7

林業技術No.5341986｡9

現況．データ・〔管理機関〕

前橋局発表集No.27

〔〃・六日町営林懇〕

林業試験台帳に記戦

〔〃・高崎営林署〕

標高1j650m#級傾斜，ササ密生地（ブナ

林の天然更新を主体とする施業法一皆伐母

樹法と漸伐作業法)1975年2月刊行

〔長野営林局計画鋤

標高1,380m,級傾斜，ササ密生地（ブナ

林の天然更新を主体とする施業法一皆伐母

樹法と漸伐作業法）1975年2月刊行

〔〃〕

標商1,570m～1,650m,緩傾斜，ササ密生

地（ブナ林の天然更新を主体とする施業法

一皆伐母樹法と漸伐作業法）’975年2月刊

行

〔〃〕

標高1,380m"緩傾斜，ササ密生地（ブナ

林の天然更新を主体とする施業法一皆伐母

樹法と漸伐作業法)1975年2月刊行

〔〃〕

標高1,380～1,400m,級傾斜，キハダ，カ

ンパ，その他広葉樹の林分

試験調査報告第’号昭和58年度

〔〃〕

標高1}200m9キハダ，カンパ，ハルニレ

その他広葉樹の林分

試験調査報告第1号昭和58年度

（参考）

キハダおよびオウレンの生産栽培に関す

る報告書，昭和56年3月刊行

〔〃〕

標高1,230m,中傾斜，クリ，ミズナラそ

の他広葉樹林分500本/ha,1,000本/ha,

放麓区を設定し調査

試験調査報告第1号昭和58年度

〔〃〕

｢昭和60年度林業試験報告」昭61.3刊行

〔名古屋営林支局計画課・技術開発室〕

同上

〔〃〕
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樹種名称．面稜(ha)・場所．設定年月

ブナ長棟ブナ天然更新施業指梯林．

10.20･富山県上新川郡大山町

長棟国有林・昭53.7

ミズナラほか有用広葉樹林分誘導試験地．

6.71.日の谷国有林1055林班ろ

小班・昭59.4

ミズナラほか有用広葉樹林分誘導試験地．

5.00・荒谷山国有林・昭61設定

予定

ミズナラ，コナラ，有用広葉樹林分誘導試験地・

シデほか4.10．駒倉国有林lOO6林班い小

遜・昭61.4

ケヤキケヤキの天然更新試験地．1．91

．阿舎利国有林53林班と小班．

昭59.4

同上

目 的現況・データ・〔管理機関〕

｜同上

現存広葉樹林分を有用広葉樹を

主体とする林分への誘導と目的

樹の成長促進を図る技術の開発

同上

同上

ケヤキの天然下種更新方法の確

立

ケヤキ ケヤキの天然更新試験地．4．57同上

･可部地山国有林87林狂よ1・

よ3小班・昭59.4

ケヤキ

ケヤキ

ケヤキほか

ケヤキ人工林における間伐とケ

ヤキ天然更新試験地・1.40．滑

山国有林12林遜わ小遜・昭59.4

ケヤキの天耀更新試験地．0．20

・中内谷国有林9林斑わ小斑・

昭59.4

有用広葉樹林分誘導試験地．

1.61．高嶺芦谷国有林15林遜

と1小瑳・昭61.4

ミズナラほか有用広葉樹林分誘導試験地．

5鋤33．船通山国有林1027林磁ろ

小瑳・昭59.4

ミズナラほか有用広葉樹林分誘導試験地．

6．10･大江高山国有林1041林遜

に，ほ小瑳・昭59.4

コナラほか有用広葉樹林分誘導試験地．

4.88・北谷国有林1049林班ほ小

遜・昭59.4

カシ，シイ．タブ等’．B・P(国際生物学事業計

照葉樹類画)・29.63・熊本県水衛倣久木

野字上山・上山国有林20ろ，

22へ，と林小班・昭41.11

ケヤキ林分の特性を利用した天

然更新技術の確立を図る

ケヤキの天然下種更新方法の確

立

現存広蕊樹林分を有用広葉樹を

主体とする林分への誘導と目的

樹の成長促進を図る技術の開発

同上

同上

同上

生物圏の動態と，その開発の可

能性を明らかにして，人類の福

祉を維持増進するに必要な生物

学的基礎資料を集めることを目

的とする

〔〃〕

林11M28'年，本数1,573本/ha

材破138m3/ha(,報告番未発表）

〔大阪鷲林帰・桶井営林署〕

林齢誕年，材職1l0m3/ha(報告懇等なし）

〔〃・大泳営林懇〕

林齢50",本数2,686*/ha

諮職145m3/11a蝿告書未発衷）

〔〃・京都営林鵜〕

林齢74年，材談250m3/ha(報告懇:未発表）

〔〃・山崎営林鵜・兵庫県林業試験場〕

林齢4年，材職一/ha,中間報告，有

ケヤキの天然更新試験・昭和“年度

〔大阪営林局・梅山営林署〕

林齢59年，本数1,500*/ha

材秋142m3/ha

日本林学会関西支部第36回大会餓演嬢，昭

和60年度

〔〃・山口営林謝

林齢4年，材讃一/ha

（報告譜未発変）

〔〃・日原営林署〕

林齢“年，本数200*/ha

材積84m3/ha,平均胸高直径20cm

平均樹商17m

国有林野業務研究発表集，昭和,"年度

〔〃〕

林齢35年．本数2,868本〃ap材談81m3/ha

醗告醤未発表）

〔〃・松江営林郵

林齢34年,本数2,226*/ha,材秋128m3/ha

（報告香未発表）

〔〃〕

林齢35年,本数2,524*/ha,材職146m3/ha

大阪営林局業務研究発表集録，昭和59年度
〔〃〕

照葉樹林の生物生産に関する研究（文部省

科学研究磯｢生物圏の動態｣昭和42～49年）

現在は，上山国有林22ろ林班26.71haは，

水俣市大川地区自然球境保全地域として指

定されている。（昭和54年4月指定）

(I．B･P水俣特別研究地域研究班，研究

代表者九州大学理学部教授細川隆英〕

林業技術No.5341986.9
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し
ま
し
ょ
う
、
山
火
事
を
起
こ
す
と
規
則
に
よ
り
罰
せ
ら

れ
ま
す
。
田
辺
営
林
署
」

か
つ
て
こ
の
近
く
の
谷
辺
に
架
線
の
圭
舞
が
あ
っ
た
。

西
ン
谷
は
昭
和
二
十
六
年
ご
ろ
か
ら
炭
焼
き
が
入
っ
て
、

樫
な
ど
の
細
い
木
を
備
長
炭
に
焼
い
た
。
窯
は
全
部
で
十

ば
か
り
も
あ
り
、
私
の
父
親
も
そ
の
一
人
だ
っ
た
。
い
つ

く
ろ
き

ぽ
う
太
い
広
葉
樹
や
黒
木
宅
ミ
や
ツ
ガ
）
は
別
の
業
者

が
伐
採
し
て
、
パ
ル
プ
材
な
ど
に
出
荷
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
土
場
か
ら
架
線
で
も
っ
て
、
山
一
つ
越
え
た
里
の
道

路
ま
で
送
っ
た
の
だ
。

そ
の
炭
や
パ
ル
プ
材
を
取
っ
た
跡
地
を
、
我
々
が
地
ご(画・鉦者）

し
ら
え
を
し
て
植
え
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
架
線
は
ま
も
な
く
伐
採
事
業
の
終
了
と
と
も

に
撤
収
さ
れ
た
か
ら
、
山
小
屋
の
食
糧
も
植
林
用
の
苗
木

も
す
べ
て
五
本
松
を
越
え
て
運
ば
れ
た
。
そ
の
仕
事
を
引

き
受
け
た
の
は
す
べ
て
里
の
女
た
ち
で
あ
る
。
当
時
四
十

歳
前
後
だ
っ
た
私
の
母
親
も
そ
の
一
人
だ
っ
た
。
素
手
で

歩
い
て
一
時
間
の
道
の
り
は
重
い
荷
物
を
背
負
う
と
、
倍

の
二
時
間
は
か
か
る
。
一
日
二
往
復
し
て
、
彼
女
た
ち
の

日
当
は
四
五
○
’
五
○
○
円
、
い
つ
ぽ
う
私
ど
も
が
西
ン

谷
で
も
ら
っ
た
最
初
の
日
当
は
七
○
○
円
だ
っ
た
。
二
月

も
半
ば
に
な
り
、
苗
木
が
一
度
に
ど
っ
と
入
荷
す
る
と
、

女
た
ち
は
八
’
十
貫
匁
も
の
梱
包
を
背
負
い
、
列
に
な
っ

て
山
道
を
や
っ
て
来
た
。

だ
が
そ
の
道
も
草
に
覆
わ
れ
、
石
が
落
下
し
、
と
こ
ろ

ど
こ
ろ
の
丸
木
橋
も
朽
ち
て
い
る
。
も
う
三
年
ば
か
り
人

が
入
っ
た
形
跡
が
な
い
の
だ
。

谷
川
の
入
口
付
近
の
両
岸
は
険
し
く
て
、
炭
焼
き
も
パ

ル
プ
材
の
伐
採
も
行
わ
れ
ず
、
ま
し
て
植
林
な
ど
不
可
能

だ
っ
た
部
分
に
、
天
然
林
が
目
覚
ま
し
く
生
育
し
て
い

る
。
林
道
が
な
い
た
め
に
文
明
的
な
明
る
さ
、
あ
る
い
は

軽
み
と
い
っ
た
も
の
は
感
じ
ら
れ
な
い
。
鯵
鷲
と
し
て
ま

こ
と
に
深
山
幽
谷
の
雰
囲
気
な
の
で
あ
る
。

谷
辺
の
道
は
イ
タ
ド
リ
や
識
や
イ
バ
ラ
が
群
生
し
て
い

る
。
私
は
下
刈
鎌
で
刈
り
払
い
な
が
ら
進
ん
だ
が
、
特
に

茂
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
途
方
に
熱
れ
て
谷
川
へ
逃
れ

た
。
岩
を
は
い
登
り
、
ま
た
流
れ
に
膝
ま
で
ぬ
ら
し
な
が

ら
進
む
の
で
あ
る
。
モ
コ
は
林
の
中
を
駆
け
め
ぐ
っ
て

は
剣
ま
た
動
き
の
の
ろ
い
主
人
を
気
遣
っ
て
引
き
返
し
て

来
る
。

谷
奥
へ
入
る
に
つ
れ
て
、
両
岸
の
斜
面
も
い
く
ら
か
お

だ
や
か
に
な
り
、
杉
の
植
林
地
が
広
が
っ
て
く
る
。
植
林

は
ほ
と
ん
ど
山
の
頂
ま
で
覆
っ
て
い
る
は
ず
だ
が
、
は
る

か
な
上
の
ほ
う
は
見
え
な
い
。
た
だ
二
四
杉
の
緑
が
重
な

り
、
ま
ぶ
し
く
光
り
天
ま
で
突
き
上
げ
て
い
る
か
の
よ
う

だ
。

八
時
、
よ
う
や
く
山
小
屋
に
着
い
た
。
そ
れ
は
西
ン
谷

さ
る
ば
し
滝
脂

の
中
流
で
、
本
谷
と
猿
橋
谷
に
分
岐
す
る
谷
の
ほ
と
り
に

建
っ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
谷
の
最
奥
ま
で
は
さ
ら
に
三
十

分
も
か
か
る
だ
ろ
う
。

小
屋
は
間
口
三
間
・
奥
行
七
間
と
長
大
な
も
の
だ
っ

た
。
真
ん
中
が
通
路
と
な
り
、
冬
は
そ
こ
で
ス
ト
ー
ブ
も

た
き
、
両
側
の
座
敷
に
多
い
と
き
は
三
十
名
近
く
も
寝
起

き
し
た
の
で
あ
る
。
建
物
は
専
門
の
大
工
に
よ
る
も
の

で
、
窓
ガ
ラ
ス
は
大
き
く
て
明
る
く
、
ま
た
畳
の
香
り
に

も
文
化
を
満
喫
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
あ
る
い
は
重
油
を

燃
料
に
自
家
発
電
が
行
わ
れ
た
の
も
、
私
に
と
っ
て
は
こ

こ
が
最
初
の
経
験
だ
っ
た
。

だ
が
今
小
屋
の
半
分
は
倒
壊
し
て
い
る
。
屋
根
も
骨
だ

け
が
残
っ
て
、
・
き
れ
い
さ
っ
ぱ
り
青
天
井
で
あ
る
。
通
路

や
食
堂
の
土
間
に
は
青
草
が
茂
り
、
名
前
は
知
ら
な
い
が

黄
色
い
五
弁
の
小
花
も
咲
い
て
い
る
。
私
は
食
堂
の
長
椅

子
に
腰
を
掛
け
て
、
か
れ
ん
な
花
を
ス
ケ
ッ
チ
し
た
。

大
き
な
風
呂
箱
が
残
さ
れ
て
い
る
。
た
し
か
桧
板
で
、

新
品
の
こ
ろ
は
い
い
に
お
い
が
し
た
も
の
だ
。
ブ
リ
キ
の

タ
ラ
イ
も
あ
る
。
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
の
ボ
ン
ベ
も
三
本
、
立

っ
た
り
転
が
っ
た
り
し
て
い
る
。
三
十
四
年
に
初
入
山
し

た
こ
ろ
、
風
呂
も
か
ま
ど
も
ま
だ
薪
で
た
い
て
い
た
。
プ

ロ
パ
ン
が
入
っ
た
の
は
、
た
し
か
三
十
七
年
ご
ろ
だ
。

材錐技術No｡5341986.9
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昭
和
六
十
一
年
七
月
二
十
九
日
午
前
六
時
十
五
分
、
私
の
な
か

は
五
本
松
ま
で
登
り
つ
め
た
。
こ
こ
は
私
ど
も
の
野
中

（
和
歌
山
県
中
辺
路
町
）
の
里
の
背
後
に
横
た
わ
る
山
並

み
の
、
い
わ
ば
鞍
部
に
あ
た
る
峠
で
あ
る
。
五
本
松
か
ら

ひ
ろ
み
が
わ

は
、
下
方
の
広
見
川
を
隔
て
て
、
そ
の
支
流
の
西
ン
谷
が

西
北
の
方
角
に
突
き
上
げ
て
い
る
の
が
、
か
つ
て
は
見
え

た
。
だ
が
今
で
は
す
っ
か
り
成
長
し
た
松
林
に
頭
上
ま
で

覆
わ
れ
て
、
あ
た
り
は
薄
暗
い
く
ら
い
だ
。

五
本
松
は
里
か
ら
登
っ
て
も
、
ま
た
西
ン
谷
か
ら
の
帰

り
に
も
、
必
ず
休
憩
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
黒
松
は
根
元

近
く
か
ら
五
本
に
分
岐
し
て
、
ほ
と
ん
ど
横
に
枝
を
突
き

出
し
て
い
る
。
そ
こ
に
腰
を
掛
け
る
と
、
汗
ば
ん
だ
顔
や

胸
に
吹
き
上
げ
て
く
る
涼
風
が
心
地
よ
い
。
い
っ
た
い
私

は
仲
間
た
ち
と
と
も
に
何
百
回
こ
う
し
て
腰
を
下
ろ
し
た

こ
と
だ
ろ
う
。

昭
和
三
十
二
年
か
ら
四
十
年
ま
で
の
足
か
け
八
年
間
、

私
は
西
ン
谷
で
働
い
た
の
で
あ
る
。
三
十
二
年
と
三
十
七

年
ご
ろ
の
合
わ
せ
て
二
年
間
だ
け
は
父
親
と
炭
を
焼
い

て
、
以
外
の
六
年
間
は
も
っ
ぱ
ら
造
林
の
作
業
に
従
っ

た
。
西
ン
谷
の
全
流
域
約
百
八
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
は
官
行
造
林

ち
か
の
た

地
で
あ
る
。
つ
ま
り
地
元
の
近
野
財
産
区
の
所
有
林
を
田

山
峡
の
譜

西
ン
谷
ｌ
高
度
経
済
成
長
の
こ
ろ
上ｊｉ

宇
江
敏
勝

な
べ辺
営
林
署
が
借
り
受
け
て
、
分
収
造
林
を
始
め
た
の
が
、

昭
和
三
十
四
年
の
暮
れ
で
あ
っ
た
。
事
業
は
近
野
森
林
組

合
が
営
林
署
か
ら
請
負
い
、
組
合
の
専
属
作
業
班
の
我
々

が
中
心
に
な
っ
て
、
地
ご
し
ら
え
・
植
栽
・
下
刈
り
な
ど

一
連
の
作
業
を
行
っ
た
の
だ
。

西
ン
谷
は
流
域
二
・
五
キ
ロ
ば
か
り
、
そ
の
真
ん
中
あ

た
り
に
植
林
小
屋
が
あ
っ
た
。
里
か
ら
だ
と
五
本
松
か
ら

広
見
川
へ
下
り
て
、
さ
ら
に
谷
へ
入
る
道
の
り
は
、
健
脚

を
も
っ
て
し
て
も
小
屋
ま
で
一
時
間
を
要
し
た
。
そ
し
て

現
在
も
な
お
林
道
は
通
じ
て
い
な
い
も
の
だ
か
ら
、
私
は

や
は
り
五
本
松
の
峠
を
越
え
ね
ば
な
ら
な
い
の
だ
。

尾
根
か
ら
少
し
下
る
と
桧
林
に
な
る
。
斜
面
は
西
受
け

で
、
夏
の
夕
方
早
じ
ま
い
を
し
て
里
へ
帰
る
と
き
は
、
坂

を
登
り
な
が
ら
西
日
の
照
り
つ
け
に
汗
を
し
ぼ
っ
た
も
の

う
つ
そ
う

だ
が
、
二
十
年
を
経
た
今
で
は
繼
蒼
た
る
林
で
あ
る
。

ふ
と
Ａ
さ
ん
の
こ
と
を
思
い
出
す
。
近
所
の
Ａ
さ
ん
は

今
年
の
二
月
、
サ
カ
キ
の
枝
（
神
事
用
に
売
れ
る
の
だ
）

を
切
り
に
行
っ
て
、
川
へ
転
落
し
て
亡
く
な
っ
た
の
だ
。

ま
だ
五
十
三
歳
の
若
さ
だ
っ
た
。
そ
の
遺
骸
が
こ
の
林
の

中
を
担
が
れ
て
登
っ
て
来
た
の
だ
。
も
し
か
し
て
Ａ
さ
ん

の
亡
霊
が
林
の
中
を
さ
ま
よ
っ
て
い
て
、
ば
っ
た
り
出
会

う
か
も
し
れ
な
い
。
あ
る
い
は
今
で
も
鋏
を
鳴
ら
し
て
サ

カ
キ
を
摘
ん
で
い
る
か
も
と
、
お
か
し
な
想
像
を
め
ぐ
ら

す
。
そ
の
坂
道
の
、
檜
林
の
下
は
も
う
雑
木
雑
草
も
ほ
と
ん

ど
絶
え
て
い
る
。
だ
が
川
に
近
く
雑
木
林
に
か
か
る
と
、

青
葉
の
茂
み
が
道
を
埋
め
て
い
て
、
か
き
分
け
ね
ば
な
ら

な
い
ほ
ど
だ
。
谷
あ
い
の
中
空
に
は
霧
が
漂
い
、
朝
日
を

浴
び
て
淡
く
ひ
っ
そ
り
と
輝
い
て
い
る
。
ニ
ィ
ー
・
ニ
ィ

ぜ
み

－
と
蝉
も
歌
い
始
め
た
。

広
見
川
に
は
つ
り
橋
が
あ
る
。
こ
れ
も
二
十
余
年
前
に

造
林
の
た
め
に
架
け
ら
れ
た
も
の
だ
が
、
今
で
は
敷
板
が

ほ
と
ん
ど
朽
ち
て
、
ワ
イ
ヤ
ー
だ
け
が
ぶ
ら
下
が
る
。
そ

ん
な
も
の
は
危
険
だ
か
ら
、
私
は
川
に
入
っ
て
渡
る
の
で

あ
る
。
赤
犬
の
モ
コ
は
水
面
に
顔
だ
け
出
し
て
、
涼
気
が

心
地
よ
い
の
か
眼
を
細
め
な
が
ら
つ
い
て
来
た
。

川
か
ら
西
ン
谷
へ
通
じ
る
道
は
崖
の
中
腹
を
巻
い
て
い

る
。
だ
が
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
崩
れ
落
ち
て
見
失
う
ほ
ど
で
あ

る
。
気
を
つ
け
よ
う
、
Ａ
さ
ん
の
よ
う
に
な
ら
な
い
ま
で

も
、
転
ん
で
足
の
骨
を
折
っ
て
も
、
こ
ん
な
山
奥
へ
だ
れ

も
来
て
く
れ
は
せ
ん
ぞ
よ
、
と
自
分
に
言
っ
て
聞
か
せ

る
。
そ
れ
に
し
て
も
西
ン
谷
で
働
い
て
い
た
二
十
歳
代
に

は
、
な
ん
の
恐
れ
も
な
く
山
も
谷
も
た
だ
が
む
し
ゃ
ら
に

駆
け
ま
わ
っ
た
も
の
で
、
自
重
す
る
と
い
う
の
は
、
つ
ま

り
年
を
取
っ
た
証
拠
だ
な
、
と
も
思
う
。
私
も
ま
も
な
く

五
十
歳
に
手
が
届
く
の
だ
。

西
ン
谷
口
に
は
ブ
リ
キ
製
の
立
看
板
が
草
の
中
に
半
ば

埋
も
れ
て
い
た
。
文
字
は
次
の
よ
う
に
明
瞭
に
読
む
こ
と

が
で
き
る
。
「
西
ノ
谷
官
行
造
林
地
・
一
、
草
木
を
愛
し

ま
し
ょ
う
、
林
木
は
国
の
大
事
な
資
源
で
す
。
二
、
林
内

で
は
た
き
火
は
や
め
ま
し
ょ
う
。
三
、
煙
草
の
火
に
注
意
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長太の大クズ リンホフ・スーパーテヒニカ4×5．ニッコール300ミリレンズ。トライX

〔長太の大クス〕

所在三重県鈴鹿市南長太町大木神社
交通名古屋より近鉄長太の油駅。徒歩15分
特徴周囲目通り15m･樹高23m･樹齢約1,000

年

〔大神神社の巳の神スギ〕
所在奈良県桜井市三輪大神神社境内
交通国鉄桜井線三輪駅徒歩
特徴周囲目通り6m･樹高40m・樹齢約600年

な
ど

胴
長
太
の
大
ク
ス
ー
水
田
の
中
に
一
本

二
週
間
近
い
四
国
地
方
の
取
材
を
柊
え
て
、
徳
島
か
ら

和
歌
山
に
上
陸
、
次
男
の
運
転
す
る
車
で
紀
伊
半
島
を
回

り
、
名
古
屋
を
目
ざ
し
て
一
路
篭
バ
イ
パ
ス
を
走
っ
て
い

た
。
水
田
の
中
に
ぽ
つ
ん
と
あ
る
こ
の
木
を
発
見
し
、
水

あ
唾
み
ち

田
の
畦
道
に
車
を
乗
り
入
れ
、
近
づ
く
に
し
た
が
っ
て
点

の
よ
う
に
見
え
た
こ
の
ク
ス
ノ
キ
が
、
想
像
以
上
の
巨
樹

で
あ
っ
た
の
に
驚
い
た
。
幹
回
り
は
十
メ
ー
ト
ル
以
上
、

二
－
三
本
の
枝
幹
に
分
か
れ
て
樹
冠
は
扁
平
状
に
四
方
に

広
が
っ
て
い
る
。
樹
齢
も
千
年
は
く
だ
ら
な
い
だ
ろ
う
。

織
寒
の
空
の
下
に
早
く
も
稲
が
黄
金
に
色
づ
き
始
め
、

地
平
線
の
か
な
た
に
は
夏
雲
が
く
っ
き
り
と
一
線
を
画

し
、
そ
の
中
に
こ
の
ク
ス
は
す
つ
く
と
巨
立
し
て
い
た
。

し
や
へ
い
ぶ
つ

私
が
多
年
求
め
て
い
た
、
遮
蔽
物
の
な
い
、
全
景
を
搬

影
で
き
る
数
少
な
い
巨
樹
の
一
本
で
あ
っ
た
。

四
×
五
イ
ン
チ
の
フ
ィ
ル
ム
は
、
夜
間
用
の
タ
ン
グ
ス

テ
ソ
タ
イ
プ
、
四
枚
だ
け
だ
っ
た
。
失
敗
は
許
さ
れ
な

い
。
転
換
用
の
フ
ィ
ル
タ
ー
を
用
い
、
足
場
の
不
自
由
な

水
田
の
畦
道
か
ら
、
一
発
必
中
を
込
め
て
シ
ャ
ッ
タ
ー
を

切
っ
た
こ
と
を
今
で
も
生
々
し
く
思
い
出
す
。

何
度
目
か
に
訪
れ
た
と
き
、
急
激
に
衰
え
始
め
て
い
る

の
に
気
が
つ
い
た
。
近
年
、
水
田
の
耕
地
整
理
が
行
わ

れ
、
近
く
に
用
水
路
を
造
っ
た
折
に
、
主
根
が
プ
ル
ト
ー

ザ
の
犠
牲
に
な
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
と
地
元
の
人
が
語
っ

た
。

あ
き
ご
う
な
ご
う

長
太
と
書
い
て
「
な
ど
」
と
読
む
。
「
上
人
」
「
長
江
」

「
鐸
啼
」
と
時
代
に
よ
り
地
名
が
変
化
し
「
●
な
ご
う
」
が

な
ま
っ
て
「
な
ど
」
に
な
っ
た
の
で
は
、
と
は
地
元
の
弁
。
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大
神
神
社
の
已
の
神
ス
ギ

私
の
古
樹
巡
礼

リ
ン
ホ
フ
・
ス
ー
パ
ー
テ
ヒ
ニ
カ
四
×
五
。
ニ
ッ
コ
ー
ル
一
三
五
ミ
リ
レ
ン
ズ
。
ト
ラ
イ
Ｘ

写
真
・
文

八
木
下
弘

お
お
み
わ
み

Ⅳ
大
神
神
社
の
巳
の
神
ス
ギ
ー
黄
金
色
の
蛇
が
棲
む

私
が
巨
樹
巡
礼
を
始
め
る
前
に
、
写
真
の
テ
ー
マ
と
し

て
考
え
て
い
た
の
は
「
鎮
守
の
森
」
で
あ
っ
た
。
だ
が
、

や
お
よ
ら
ず

八
百
万
の
神
が
お
わ
す
と
い
う
日
本
の
各
地
に
無
数
の
神

社
が
あ
っ
て
も
、
鎮
守
の
森
（
杜
）
に
関
す
る
資
料
は
皆
無

に
等
し
く
、
計
画
は
た
ち
ま
ち
行
き
詰
ま
っ
て
し
ま
っ
た
。

著
名
な
神
社
を
巡
礼
し
て
い
る
う
ち
に
気
が
つ
い
た
の

は
、
そ
の
境
内
に
、
古
樹
・
巨
木
が
多
い
と
い
う
こ
と
で

あ
っ
た
。
資
料
も
い
く
ら
か
あ
っ
て
、
私
は
ひ
と
ま
ず

「
鎮
守
の
森
」
か
ら
「
巨
樹
」
へ
と
視
点
を
移
し
て
い
っ

た
。
昭
和
五
十
三
年
四
月
、
長
い
間
お
世
話
に
な
っ
た
林
野

庁
を
辞
し
、
フ
リ
ー
の
写
真
家
と
な
っ
た
私
は
宿
願
で
も

あ
っ
た
小
さ
な
出
城
と
も
い
う
べ
き
写
真
事
務
所
を
、
東

京
茗
荷
谷
駅
の
近
く
に
設
け
、
本
格
的
な
「
古
樹
巡
礼
」

の
撮
影
を
開
始
し
た
。

奈
良
県
桜
井
市
三
輪
町
の
大
神
神
社
は
標
高
四
六
七
メ

ー
ト
ル
の
三
輪
山
を
御
神
体
と
し
、
拝
殿
だ
け
で
社
殿
は

な
い
。
拝
殿
の
右
手
に
二
ま
た
の
巨
杉
が
立
っ
て
い
た
。

こ
れ
が
「
巳
の
神
杉
」
で
あ
っ
た
。
玉
垣
に
囲
ま
れ
た
神
杉

に
は
卵
、
塩
、
米
、
清
酒
な
ど
が
供
え
ら
れ
て
い
て
、
庶

民
の
参
拝
が
後
を
た
た
な
い
。
本
樹
に
は
そ
の
名
の
ご
と

す

く
黄
金
色
の
蛇
が
棲
む
と
い
わ
れ
て
い
る
。
竜
蛇
神
の
信

仰
は
、
日
本
だ
け
で
な
く
中
国
や
東
南
ア
ジ
ア
に
も
あ
る

そ
う
だ
が
、
竜
蛇
神
は
太
陽
神
ｌ
雷
雨
神
、
豊
穣
神
と
し

て
の
信
仰
の
よ
う
で
あ
る
。

三
輪
山
は
聖
域
と
し
て
一
般
人
の
立
ち
入
り
は
許
さ
れ

な
い
。
現
在
は
ア
カ
マ
ッ
林
が
主
で
あ
る
そ
う
だ
が
、
い

つ
の
こ
ろ
か
ら
植
相
が
変
わ
っ
た
の
か
？
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京扇子の工程（紙扇の場合）
〈扇骨加工＞

可鰄1職歴副|嗣睡糾匪}曝馴
－こ

く加飾＞〈折加工＞〈仕上げ加工＞

⑥→ 切H割胴 せん引

礁瀞I
み
を窓八

も
渉
零
勺
を
＃

目
侵
場

<地紙加工＞

⑳→ 豆→1掩り1皇達_しH萱朝’ 中付叶匠回函H聾あて詞f裁一団
→’

合わせF乾 箔押し･上
絵･木版画
摺り

－う

直三國京うちわのエ程

<うちわ骨加工〉

⑥→ 剛割竹H幅揃えH厚さ揃卦｜聯i
'百み

唖
卜

|瞳織り
胴 きざみ もみ

I撫職’
ぬ
Ｌ
守
り

環
雛
輌
錐

甸
尽
日
口
４
円
【
』

Ｉ

<うちわ紙加飾〉｜〈裏張加工＞ <仕上げ加工＞

③→ ;藤|→
合わせ
I鋤睦繩）

手描き･木
版・染め・
はり絵なと

－》

ひ
お
う
ぎ

桧
扇
が
、
日
本
最
古
の
扇
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
そ

の
後
の
各
時
代
の
扇
や
扇
の
図
が
京
都
の
随
所
に
残

さ
れ
て
い
る
。
室
町
時
代
以
降
香
道
、
茶
道
、
舞
踊

等
の
発
展
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
に
用
い
ら
れ
る
扇

が
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
地
場
産
業
と
し
て
定
着

し
た
。
京
う
ち
わ
は
朝
鮮
う
ち
わ
の
流
れ
を
く
む
も

わ
こ
う

の
で
、
南
北
朝
時
代
に
倭
篭
に
よ
っ
て
西
日
本
に
も

た
ら
さ
れ
、
足
利
義
政
の
こ
ろ
紀
州
か
ら
大
和
を
経

て
、
京
都
の
深
草
に
伝
わ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
京
う
ち
わ
の
基
本
的
な
特
徴
で
あ
る
挿
柄
の
う

ち
わ
は
、
江
戸
時
代
に
宮
廷
御
用
の
土
佐
派
、
狩
野

派
の
絵
師
が
手
描
き
し
た
、
い
わ
ゆ
る
御
所
う
ち
わ

が
始
ま
り
と
さ
れ
て
い
る
。

原
材
料
板
扇
は
ヒ
ノ
キ
・
ス
ギ
・
ビ
ャ
ク
ダ
ン
、

貼
扇
と
う
ち
わ
の
骨
は
マ
ダ
ケ
・
ハ
チ
ク
・
モ
ウ
ソ

ウ
チ
ク
（
貼
扇
は
ほ
か
に
象
牙
・
牛
骨
）
、
地
紙
は

和
紙
、
絹
扇
の
生
地
は
絹
織
物
・
綿
織
物
、
挿
柄
う

ち
わ
の
柄
は
木
・
竹
・
象
牙
・
牛
骨
で
あ
る
。

製
造
技
術
京
扇
子
は
、
板
扇
の
場
合
は
ス
ギ
や
ヒ

ノ
キ
は
必
要
な
厚
み
に
縦
割
り
し
、
ビ
ャ
ク
ダ
ン
は

丸
鋸
盤
で
薄
く
挽
く
。
中
板
、
親
板
を
重
ね
て
側
面

か
な
め
と

を
削
っ
て
整
え
、
要
打
ち
、
上
鍼
じ
を
す
る
。
貼
扇

の
場
合
は
割
竹
を
一
本
ず
つ
加
工
し
て
親
骨
と
中
骨

を
作
る
「
扇
骨
一
本
仕
立
て
」
と
、
親
骨
と
中
骨
を

別
々
に
数
十
本
ま
と
め
て
加
工
し
て
扇
骨
を
作
る

「
扇
骨
連
仕
立
て
」
の
方
法
が
あ
る
。
扇
骨
は
天
日

で
さ
ら
し
て
磨
き
、
扇
面
紙
の
中
に
入
れ
る
部
分
を

薄
く
削
る
。
扇
骨
の
加
飾
は
彫
り
、
染
め
、
蒔
絵
ま

た
は
漆
塗
に
よ
る
。
地
紙
は
糊
地
加
工
す
る
も
の
と

合
わ
せ
地
加
工
す
る
も
の
が
あ
り
、
地
紙
ま
た
は
生

地
に
加
飾
す
る
場
合
は
箔
押
、
は
き
、
切
箔
振
り
、
砂

ぷ
き
ん

子
振
り
、
分
金
ま
た
は
絵
付
け
（
手
描
き
、
版
木
つ

き
、
木
版
画
摺
り
）
に
よ
る
。
地
紙
に
素
折
、
型
打

ち
ま
た
は
板
折
の
方
法
で
折
り
目
を
つ
け
、
中
付
け

ま
た
は
外
付
け
に
よ
り
骨
に
張
っ
て
仕
上
げ
る
。
京

う
ち
わ
は
筒
切
り
し
た
竹
を
一
定
の
幅
に
割
り
、
あ

く
抜
き
、
虫
よ
け
処
理
を
し
て
か
ら
さ
ら
に
細
か
く

割
る
。
地
紙
の
加
飾
は
箔
押
、
砂
子
振
り
、
手
彫
り
、

ち
ぎ
り
は
り
絵
、
つ
ぎ
、
染
ま
た
は
絵
付
け
（
扇
子

と
同
じ
）
に
よ
る
。
裏
紙
を
は
っ
た
骨
に
表
地
紙
を

は
り
、
周
囲
に
へ
り
紙
を
は
っ
て
、
別
に
作
っ
た
柄

を
挿
し
込
む
。

生
産
地
京
扇
子
京
都
市
、
宇
治
町
、
亀
岡
市
、

磐
井
郡
八
木
町

京
う
ち
わ
京
都
市
、
磐
井
郡
八
木
町

生
産
規
模
○
企
業
数
二
三
○

○
従
事
者
数
一
○
三
八
人

○
年
産
額
京
扇
子
五
七
億
七
六
○
○

万
円
（
う
ち
伝
産
品
五
億
二
○
○
万
円
）

京
う
ち
わ
八
億
三
二
○
○
万
円
（
う
ち

伝
産
品
五
三
○
○
万
円
）

組
合
○
京
都
扇
子
団
扇
商
工
協
同
組
合
〔
〒
六

○
六
京
都
市
左
京
区
岡
崎
成
勝
寺
町
九

’
二
京
都
市
伝
統
産
業
会
館
内
電
話

（
○
七
五
）
七
五
一
’
九
三
一
九
〕
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全
国
伝
統
的
工
芸
品
セ
ン
タ
ー
・
主
任
相
談
員

佐
原
雄
次
郎

暮
ら
し
の
中
の
木
竹
工
芸

扉
扇
子
廠
漉
艤
講
）

京
う
ち
わ

｛
錨
桃
津
誇
癖
酌
示
釧
櫛
）

毛

甲■壷一一一

京扇子。京うちわ6。

竹
の
骨
に
和
紙
を
は
っ
た
扇
子
、
う
ち
わ
、
和
傘
、

ち
ょ
う
ち
ん
た
こ

提
灯
、
凧
な
ど
は
、
竹
と
和
紙
の
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性

を
う
ま
く
生
か
し
た
も
の
で
、
い
ず
れ
も
日
本
情
緒

豊
か
な
も
の
で
あ
る
。
扇
子
は
扇
の
別
称
で
、
う
ち

わ
と
と
も
に
涼
を
と
る
た
め
に
使
わ
れ
る
が
、
儀
式

け
い
こ
ご
と

や
稽
古
事
に
も
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
る
。
扇
に
は

つ
づ

薄
板
を
綴
っ
た
板
扇
と
、
竹
骨
に
紙
や
布
を
は
っ
た

は
り
お
う
ぎ

貼
扇
が
あ
り
、
貼
扇
に
は
さ
ら
に
用
途
に
よ
っ
て
い

ろ
い
ろ
な
種
類
が
あ
る
。
う
ち
わ
に
は
丸
竹
か
ら
作

っ
た
丸
柄
の
も
の
、
割
竹
か
ら
作
っ
た
平
柄
の
も
の

と
、
別
に
作
っ
た
柄
を
う
ち
わ
面
に
挿
し
た
挿
柄
の

三
種
類
が
あ
る
。
扇
は
名
古
屋
・
大
阪
、
う
ち
わ
は

丸
亀
。
館
山
な
ど
で
も
作
ら
れ
て
い
る
が
、
何
と
い

っ
て
も
京
都
は
扇
と
う
ち
わ
の
大
産
地
で
あ
る
。

種
類
京
扇
子
に
は
板
扇
と
貼
扇
が
あ
り
、
貼
扇
に

は
紙
扇
と
絹
扇
が
あ
る
。
紙
扇
に
は
用
途
に
よ
り
さ

ら
に
夏
扇
・
茶
扇
・
香
扇
。
舞
扇
。
能
扇
・
祝
儀
扇

・
豆
扇
な
ど
が
あ
る
。

特
色
い
ず
れ
も
華
麗
な
装
飾
と
柔
和
で
洗
練
さ
れ

た
デ
ザ
イ
ン
が
特
徴
で
、
み
や
び
や
か
な
生
活
用
具

と
し
て
喜
ば
れ
て
い
る
。

沿
革
う
ち
わ
は
中
国
で
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る

が
、
扇
が
初
め
て
作
ら
れ
た
の
が
わ
が
国
で
あ
る
と

い
う
こ
と
を
知
っ
て
い
る
人
は
、
案
外
少
な
い
の
で

は
な
い
か
。
京
扇
子
は
平
安
時
代
（
九
七
○
’
二

も
つ
か
ん

八
四
）
の
初
期
に
、
木
簡
か
ら
派
生
し
て
京
都
で
創

作
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
京
都
の
東
寺
に
あ

る
木
彫
千
手
観
音
立
像
の
腕
の
中
か
ら
発
見
さ
れ
た
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越して枯れる「年越し枯れ」など被

害の態様が従来と異なるなど新たな

問題も発生している。年越し枯れで

あるマツノマダラカミキリの2年1

世代虫の出現原因は，幼虫の発育に

必要な温量の不足によるものとされ

ており，年によって変動はあるが，

2年1世代虫の占める割合は約4割

に及んでいる。

環境保全に配慮し被害対策を継続

現行の松くい虫被害対策特別措世

法が失効となる62年4月以降のあ

り方について，昨年の12月以来，

検討を進めてきた松くい虫対策懇談

会（座長・澤辺守）は，7月18日

に報告書を林野庁に提出した。

報告は，松くい虫被害はこれまで

の各種対策の実施により》減少傾向

にあるが,なお126万11'@(昭和60年

度）もの被害の発生を見ていること

農材鵜
松くい虫被害対策特別措置法の

延長を報告

マツ林は，海岸地帯のせき悪な土

壌にもよく耐え，保安林等として国

土保全に重要な役割を果たすととも

に，白砂青松に代表される景観美に

より古くから親しまれてきた。

県の木として「松」を選んでいる

県は，岩手一なんぷあかまつ，群

馬，島根一クロマツ，岡山，山ロー

アカマツ，福井，愛媛一マツ，沖縄

一リュウキュウマツの8県に達して

いる。

わが国のマツ林は，而積255万l1a

(蓄積276百万'113)と,森林面職(蓄蔵）

の約1割を占めている。しかし，こ

の重要なマツ林も松くい虫被害によ

り各地で枯損が続いており，昭和54

年度には最高の243万m3に達し，昨

年度は126万nfとなっている。

被害発生地域は，北海道，青森を

除く45都道府県に達し，古くから

被害のみられた近畿，四国，九州地

方等においては，全般的に減少傾向

にあるものの，被害の発生が比較的

新しい東北地方等においては拡大傾

向にある。

また，寒冷地域においては，年を

時麺 一一＝一一…唾9四逵弓蕊亘三三五＝三一石 冨完･＝夛了房万一夛三一テーー王万一＝で宅夛~＝再壼忘＝n月塁一睡甦蓉4千F，ゐ”】－早『弾謹’参一両●■

29年に｢保安林整備臨時措置法」

が制定されてから30数年が過ぎた。

同法は，戦中戦後の森林の過伐等

による山地荒廃に伴い，洪水等の災

害が相次ぎ発生していた中で,28年

の西日本における大災害の頻発を契

擬として，保安林の整備を緊急かつ

計画的に進め国土の保全に資するた

め,10年間の限時法として制定され

たものである。その後，時代の要請

に従い3度延長され,現在，59年に

延長された同法に基づく第四期の保

安林整備が進められている。

保安林種別面積の推移のグラフ

（左図）により，この間の整備の重

点の移り変わりを見ると，第一期，

第二期とも水源かん養保安林の大幅

な増加が目につく。しかし，同じ水

源かん養保安林を中心とする整備で

も，第一期は洪水など災害の防術を

主たる目的とするものであり，第二

期は高度経済成長に伴う水需要の増

大に対処するためのものであった。

第三期になると，保安林の配備ペ

ースは前期に比べダウンしたもの

の，保健保安林の増加が著しい。こ

瀧鐵鴬蕊難織灘繼鱗繍蕊’

保安林整備の推移（量から質へ）

万ha

０

０

０

０

０

０

８

６

４

保
安
林
延
べ
面
種
（
保
安
林
種
別
）
の
推
移

第一期’第二期
’

第四期I

師
林

１
１
１
安
，

一
他
保

一
の
健察
土砂流出防億保安
÷一十

土紗態鐵備億傷按

i"------I597

･÷水源かん養
保安林

｜
｜
示一古隼度59

砂流出防備保安林

穂

１
１
４
劇
剥
聯
１
＄
憲
埠
秘
１
４
苗
１
１
鞭
４

’
毛

一

一
一
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0 一

262838 48

運＝一'唖．哩毎詞q91唾＝＝ず 一一 ■ 唖華一画異‐よ編 趣・壷一己宅垂一種＝面ご■錨寓一さ＝＝･訂一一浬華…F乃一1Tb率一氏■‐…密．写』

林業技術No,5341986.9



37

出
一
三

川Ⅲ

一

川Ｉ
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－
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１ⅡⅡ
』

凸
６
９
■

Ⅱ
画一

ⅡⅢ
』

川川ⅡⅡ肥町
叩
■

Ｉ
函

一

一

一

一

一

一

一から，法律の延長を図り，環境保

全等に十分配慮しながら被害対策

を継続すべきであるとしている。

被害が拡大しつつある先端拡大

地域では，従来の伐倒駆除を中心

とした防除から，スポット散布を

主体とした特別防除や特別伐倒駆

除へと拡充することが必要である

としている。

松くい虫対策の推進にあたって

は，地域の自主性を尊重しつつ，

地域の取組みのいっそうの促進を

図ることが重要であり，このた

め，市町村長に防除の命令権を付

与するなど市町村長の権限の強化

についても検討する必要があると

している。

林野庁では，報告の趣旨を踏ま

え必要な作業を進めたいとしてい

る。
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＝＝ 畠＝

＝

＝

ヤ ナセスギと土佐和紙を使った三＝

薑 林政拾遣抄照明ｲﾝﾃﾘｱ三三
三 ＝
＝三

皇木T芸の里言
呂＝ 三

三
三
弓＝

る。「自然派のインテリア｣，こんな三
三

キャッチフレーズもつくり出されて三
言

い る。言
1＝

土佐和紙の歴史は「七色の紙」の旨
；＝

悲話とともに語り継がれている。七三
＝

色の紙とは，白色のほか,柿,黄，冒

紫,桃,萌黄,浅黄色に染めた紙の薑
ことで，この製法を教えた伊予の旅冒

＝

人新之丞は，帰国の途中で斬られた三
三

という。その後城山村，伊野村御三
＝

＝

用紙祖師」として，あがめられ，天三
三

保15年(18")には彼の菩提地蔵も言
建立されている。こうした土佐和紙三

三

の歴史によっても「馬路のあかり」言
＝

は彩られている。言
ず三

コウゾを原料とする手漉きの和紙冒
＝

に，ヒノキの繊維を混ぜた照明ｼｪﾆ

ドーもつくられている｡東京のデパ|畠
‘＝

一卜での展示会では好評だったとい三

う｡和室にも洋室にも合う磯障子言
＝

の見本もあった。自然の，素朴な美三
＝

しさに加えて古くからの人間の歴史舅
＝

を提供する。これからの「ふるさと三
三

産業」の方向は，こんなところにも言
＝

あるのではないかと考える。＝三
＝

（筒井辿夫）星
：＝

呂＝

三
＝

言高知県馬路村に，森林組合営の
:＝

皇「うまじ特産工芸センター｣があ
三

三る。過日，そこを見学した。ヤナセ
三

三スギを材料として,盆，ポール,茶
三卓セット，花びん，えんぴつ立てな
＝

冒どの小さな物から,机,座卓等の家
三具に至るまで，数々の製品が並んで
三

言いた。土佐の自然の中に育った美し
＝

言いスギの木地や木目を生かしつつ
＝

三「ふるさとのぬくもり」を都市に送
＝

三ろうというのである。村の総面積の
＝

言95影が森林というこの村での主要産
三物は，木材，ゆず，しいたけで，特
＝

言にヤナセスギを利用した工芸品にか
＝

言けられる期待は大きい。
＝

三工芸品に使う材は主として根株で
＝

三ある。今まで捨てていたものを加工
呈してみれば，その価値は計算もでき
三

三ないほど高いものもある。大衆品か
二

三ら骨董品的抵ものまで，ヤナセスギ
＝

三がもつ自然の美しさを生かそうとい
旨＝

言うのが，センターの意気ごみであ
＝

三る。その意欲のひとつに「馬路のあ
三

三かり」がある。ヤナセスギとともに
三

言土佐和紙を使い，100％土佐の自然
＝

三のあかりを提供しようというのであ
＝

Lﾛざ－－－唾一壷一一一戸…一－1

れは，生活環境の保全・形成のため

の都市近郊等における保健保安林に

加え，レクリエーションの場として

の森林に対する要請の高まりにこた

えるため，面的な広がりをもって山

地における保健保安林の整備が進め

られたためである。

なお，土砂流出・崩壊防備のため

の保安林は，各期を通じて着実に整

備されてきている。

これら長年にわたる整備の結果，

60年3月31日現在の保安林面積は

793万ha(保安林種別の延べ面積で

は重複もあるので841万ha)とわが

国森林面積の3割強を占め量的には

かなりの水準に達したが，今後，経

済社会的な要請に応じたきめ細かな
整備を進めるとともに，最近の林業

を巡る厳しい環境の下で手入れ不足

により保安林としての機能が低下し

ている森林については，造林，保育

等を積極的に行うことにより所期の

機能の回復を図るなど，保安林を質
的に充実させていくことが必要とな

っている。

＝
三

写,IⅡIⅢⅡ1111Ⅲ川Ⅱ111ⅡIⅢⅡⅢ11ⅡⅡ|IⅡI川Ⅱ1111Ⅱ1111ⅡIⅡIlIllⅡⅡIⅡ111ⅡlⅡ1111Ⅱ川111Ⅱ1111Ⅱ'Ⅱ11川IⅡ|ⅡⅡⅢⅡ11Ⅲ1111ⅢIⅡ'1Ⅱ1111ⅡⅡ11Ⅱ111ⅢIlIIIIIⅡⅡIIIIIⅢ11昨
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私の学生時代に，この本が手もと

にあったならば｡…･，初めて『新編

樹病学擬論』を手にしたときの実感

である。

自然科学部門を志し，特に林学を

学ぼうとするとき，その領域の広さ

に驚かされる。なかでも，目に見え

ない微生物を扱う分野になると，敬

遠されがちな部門であろう。

ところが，社会に出て，特に股林

家や住民と直接結び付いた行政・普

及・試験研究等を行わなければなら

ない立場にたたされると，性々にし

てその知識のなさに嘆き苦しむこと

が多い。

現在，わが国の森林は人工林化が

進み，一斉で単純な林分が多くなっ

ている。また，都市部への人口集中

化現象によって，人々の間に潤いの

ある緑への関心が強まってきてい

る。それだけに，樹木にかかわるさ

まざまな病害への対応は，日をおっ

て多様化してきている。

「日本の緑を生命がけで築き育て

てきた先人の苦闘」を広く世に知ら

せたいので，50年前に出た『造林功

螢者事績(蓄藩時代)』を復刻した

い，ついては推煎文を頼みたい，と

牧野和春氏が訪ねてこられたのは，

出版の2～3カ月ほど前のことであ

った。私自身も林政史の研究を進め

るなかでしばしばこの本をひもと

き,価値を知っていたこととて,牧野

氏の意図するところもすぐ了解し，

申し出も即座にお引き受けした。そ

れで書いたのが次の「学びたい森づ

くりの心」である。

「木を植えて育てる。これを営利

の事業とする誤まった考え方が，広

く行われている。だが，荒れた原野

に，広漠とした砂浜に,何代も,幾十

年もかけて森をつくる仕事を，どう

して己れ一人の“もうけ”だけを目

的として行うことができようか。森

をつくることは，多くの人々のため

このような社会的背景を踏まえて

考えてみるとき，まず学生諸兄はで

きるだけ畷病学」を身に付けて社

会人になってほしいと願うものであ

る。その際，新知見を豊富に折り込

んだこの本は，またとない座右の書

となるはずである。

内容を見ると，序論，樹病の原因

と成立，樹病の診断，樹病のまん

延，樹病の発生と環境，病原体と宿

主の相互作用，樹病の防除，ウイル

ス病とマイコプラズマ病，病原細菌

と細菌病，菌類病と病原菌(1)，(2)，

(3)，線虫病と病原線虫，非寄生性疾

病と大気汚染の各章から構成されて

おり，各章ごとに分担執筆されてい

る。欲を言えば，各部門間のバラン

スの点で材質腐朽病関係にもう少し

紙面を割いてほしかったように思わ

れるが，とにかく内容や文章表現の

点から見ても驚くほど違和感がな

い。これは，執筆者8名のすばらし

いチームワークの良さによるもので

であり，何十年，何百年後の子孫の

ためである。本書は，現代の人が忘

れかけているこの“森づくりの心”

を，多くの事例によって訴えてい

る。水の洞れるのを憂い，洪水に流

される人々に涙し，日用の薪炭にす

ら困る村人を救おう，この，人間愛

の心が森をつくりあげたことを，本

書はしっかりと示している。遠くか
もと

ら苗木を需め,植え方を研究し,失敗

を重ねながらも幾十年となく森づく

りに打ち込んでいく。家財を投じ，

心血を注ぐ。こうした先人の労苦が

日本の緑を創ったのである。緑を守

り，緑を創ることば決して己れ一人

の欲得の問題ではない。本書を再

読，三読して，これを考えて欲し

い」本書を推薦したい筆者の気持ち

はここにある。

山形県岸氏が植林事業に着手した
き

のは，天保4年（1833）の奥羽大飢
きん

鯉の故という。「米穀実らずして食



39

あろう。

社会的需要が多いにもかかわら

ず，ともすれば大学等では軽視され

がちな森林保護，特に樹病の分野

が，この書を媒体として活性化が図

られ，新しい知見を身に付けた新進

気鋭の士が実社会に巣立ってくるこ

とを切に望むものである｡と同時に，

すでに現場の第一線で普及活動や行

政，試験研究，さらには森林の育

成，樹木の管理等に携わっておられ

る方々にも入門・手引書として役だ

つものと確信している。

新しい感覚で情報化時代にふさわ

しい合理的な林業経営，もしくは樹

木の育成管理を行う一助として広く

関係者の活用をお勧めしたい。

（茨城県材業試験場長・近藤秀明）

Ｆ
１
■
ｂ
〃
Ⅱ
、
・
８
Ｌ
一

求められるもの“霊〃

リ『豆腐百珍』という書物がある。

i江戸時代，天明2年に大阪の人，
かひっじゆん

‘醒狂道人何必醇によって編集された

’豆腐料理百種のレシピ集である。仲

’々評判が良かったらしく翌年には続

‘編が出版され，今でも豆腐料理の古

典として繰り返し紹介されている。

なでしことうふ，雪消飯など美し

’い名も楽しく，この時代の人々 がど
｜のようにして豆腐という素材に息吹
きを吹き込み，その味を楽しんでき

たかが伝わってくるが，おもしろい

‘のは編集方法である。百種の調理を

尋常品，通品，佳品，奇品，妙品，

絶品の6種に分け，例えば「妙品は
すこぶる

又頗奇品に勝るものなり奇品は形容

模様は奇なれども美味いまだ全妙に

至らぬところあるなり妙品には形容

I美味両ながら備るものをしるす」な

どとして分類を行っている。さすが

！と思わせるのは絶品の項に，奇品妙

品はうますぎる傾向がある，絶品こ

：そひたすら豆腐の真味を知るべき絶

・妙の調味であるとして湯どうふのた

ぐいの単純な調理を挙げていること

であるが，この素材の持ち味を生か

しきることを最上とする感覚はなに

も料理に限ったことではなく，かつ

ての木材の扱いかたについても同じ

ことが言えたようである。

一昔前の日本家屋の軸組真壁工法

では木材は構造材として特に装飾を
かんな

|駕篁剃獣堂鰯
芳香だけで家具調度をはるかにしの

ぐ重要な位置を占めていた。

’もちろんこのような絶品としての

､木材の利用は経済的にも文化的にも

：上位にある少数の人々が中心だった

鳶鑑艫蹴;締蕊｜
の文化として存在していたはずであ

るし，そのような底辺の広がりと余

裕があって初めて木材の真の美しさ

を味わい利用する文化が発達して行

ったと考えられる。

現在は様々な素材があふれてい

る。そして多様な素材をいかに適確

に選択するかが重要視され，利用の

工夫やそれに伴う遊び，ゆとりはむ

だなものとして忘れられていった。

しかし今また社会の成熟，価値観

の変化とともにアウトドアライフや

料理などがブームとなり，ゆとりの

文化が見直されてきている。木材の

良さを感じ積極的に身の回りに取り

入れようという動きも盛んだが，あ

ふれるモノの中で人々は良い木材と

いうものも木材の上手な使いかたも

わからなくなってしまっている。木

材を供給する側も例外ではない。

今求められているのは商品という

側面以上の総合的な木材に関する情

報であり，自分で木材という素材を

判断し，利用加工することができる

さまざまな実用的知識である。

最初に紹介した『豆腐百珍』のよ

うなものを生み出す文化が木材の世

界にも現れるとき，いわゆる奇品に

偏ることのない本物の木材需要とそ

れに対応した良質の材の生産が行わ

れ，また，一時のブームに終わらな

い森林そのものへの理解が進んでい

くことになるだろう。

森林・林業に擁わる者は，現代の

文化の中に木材を再発見させる努力

を地道に続けていかねばならない。

（キジムナー）

（この欄は編築委員が担当しています）

尽き，餓死する者輩出」した。米銭

を給してこれを救済する。それが植

林の動機という。金山林業の始まり

である。

愛知県古橋氏は「山村の民は樹木

の利あり，平地の民は田圃に利あ
まこと

り，水郷の民は魚塩に利あり，洵に

郷土自然の然らしむるところ自ら傭

はれる利あり」とする考えから山林
ばんしよく

の蕃殖を心がけたという。この地は

現在，三河林業の中心地となってい

る。

大分県木原氏は水源林が乱伐によ
かんぱつ

り荒廃した結果，下流の諸村が旱越

を訴えるに至り，それを憂えて寛政

年間（18世紀)にスギ，ヒノキの栽

植に努めた。

こうした例に接するとき，林業を

興すのは決して私利私欲でないこと

を知る。本書はこれを教えている。

（東京大学名誉教授・筒井迦夫）

■

林業技術No.5341986．9
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（英文）

ロホウ素化合物による合板の難燃化

e迄文）

ロササの資源化に関する研究（第4

報）一一幼桿のパルプ化と生長過程

における拝の組織の変化侠文）

口針葉樹わん曲材の曲率の耐カ

ロ樹木の生活組織のフェノール成分

（第6報）－ヤチダモおよびムラ

サキハシドイ中のngurstroside*

よびoleuropeinの同定とそれらの

季節変化（英文）

口加溶媒分解におけるヘミセルロー

スの挙動

ロソルポリシスパルプの酵素加水分

解

※ここに紹介する資料は市販されてい

ないものです。必要な方は発行所へ頒

布方を依頼するか．頒布先でご覧下さ

るようお願いいたします

’'''''''''1I
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ロマツノザイセンチュウ防除試験

（治療効果試験第3報）

口根切虫防除試験

口スギ，ヒノキ穿孔性害虫被害の防

除技術に関する総合試験

DA.被雪膠態および発生環境調査

（第4報）

ロスギ，ヒノキ穿孔性害虫被害の防

除技術に関する総合研究

□B.被害回避施業効果調査（第4

報）

口特殊粘着シート等処理バンド巻き

つけによるスギカミキリ補殺試験

□DDVP樹脂蒸散剤によるチャド

クガ防除試験

ロ樹木用浸透性殺虫剤によるルピー

ロームシ防除試験

口野うさぎ防除試験

ロマツ枯損木利用によるきのこ栽培

試験

口刈払機用丸鋸目立台の考案

ロ山城町の林業地域分析に関する調

査

口徳島県の林業地域分析に関する調

査

研究報告第29号

兵庫県林業試験場

昭和60年10月

〔研究報告〕

ロスギ階段造林試験の成絞(1)

-20年間の生育状況

口雪起こしに関する研究(1)-

作業時期を異にした雪起こしの効果

ロシカ被害防除に関する試験（Ⅱ）

一ヒノキ造林地における被害防除

ロクロマツの潮風害に対する抵抗性

個体の按定試験（Ⅱ)-10年後の

生長と台風による潮風害の差異

口海岸埋立地の緑地帯造成に関する

研究（Ⅶ）－海岸埋立地に植栽さ

れた樹木の耐潮風性の差異

ロツル植物による林道法面の緑化に

関する試験(1)一高海抜地への

植栽試験

ロツル植物による林道法面の緑化に

関する試験（Ⅱ）－種類による耐

寒性の差異

〔研究資料〕

口薬剤による苗畑除草試験一一ス

ギ，ヒノキ床替床におけるペンディ

メタリン，オキサジアン，シアナジ

ンの雑草防除効果

□2．3のこん包材料を用いたスギ，

ヒノキ苗木の長期貯蔵試験

ロクリ新品種"国見"の栽培成績

木材加工資料No,15

奈良県林業試験場

昭和61年2月

口間伐小径材利用木レンガブロック

の試作

口間伐小・中径木を利用した簡易倉

庫の試作

口二百年経過したスギ古材の強度性

能

ロ製材企業における防かび処理実態

調査

ロホウ素・ナトリウム系塩類混合木

材用防火剤の防火性能

口木材の表面仕上げ加工に関する研

究（完）－刃先の欠損と表面膠状

および2カ年経過後の部材表面の変

化

口集成材企業における経営管理シス

テムの基礎的考察

演習林研究報告第43巻第1号

北海道大学農学部演習林

昭和61年2月

口山地急流河川における河床堆積地

の形態に関する年代学的研究gを文）

口北海道大学和歌山地方演習林にお

ける無節柱材生産のためのスギ・ヒ

ノキ枝打ち時期ならびに伐期齢の検

討

口北海道大学苫小牧地方演習林のシ

デムシ相一付：同演習林における

センチコガネの環境選好性について

研究報告第23号

徳島県林業総合技術センター

昭和60年12月

ロスギ丸太の林内乾燥試験

ロヒノキ精英樹さし木苗の枝の形態

ロハウス内におけるスギ精英樹の秋

さし試験

林業技術No.5341986．9
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林 業関係行事一覧

9月

一
区
一
北

分｜行事名
海道|ふれあいの森林浴

期

9.7

主催団体・会場・行事内容等

北海逆営林局。定III渓営林署管内。市内の親子を公募し，木の実拾

い，輪切材の製作等を森林浴におりこんで実施する

熊本県，総合研究開発機構。熊本県立劇場。海外からの参加を得て識

演・会議を行う。テーマは「都市と自然の共存を求めて」

宮城県。秋保町。最近の木材悩勢，林野行政の動向について説明，林

野庁，営林局，県，チップ葵界，パルプ業界が出席

日本建築センター，日本ログハウス協会，全国ログハウス擬興協会

千代田区股協ホール（12日)，大阪市西区建設交流館（17日）
当

諏訪営林署。富士貝扣当灰部内。歩道修理等の体験林業を実施する

北海道木材青年経営者協議会帯広支部。帯広百年記念鍵児童･生徒

木工造形コンクール，家具・建具等の展示即売会，親と子の木工教室

毎日新聞社。名古屋市電気文化会館。「木造のすすめ」（日本建築学会

会長濟原義信)，「機械は生活を豊かにする｣(宮脇建築研究室宮随檀）

林野庁，前脇･東京･長野各営林局。代々木公園。緑化木の展示即売等

北海逝林産物検避会。札混市。製材の日本農林規穂の見方の統一と緒

付技術の向上を図る

東京名木協同組合。東京名木市場。全国各地から優良名木素材ならび

に高度加工技術製品を諸い，これを一堂に展示し，優秀品を表彰する

林野庁。腱林水産研修所。都道府県の担当者を対象

函館営林支局。土橘自然観察教育林。森林浴，緑陰講話，体験林業等

棚

熊本熊本グリーンサミット会談9.10～12

宮城木材チップ東北ブロック連9．10

絡協議会

東京「丸太組織法技術避準・同9.12～17

解説」の発刊に伴う舗習会

長野体験林業9．19

北海道86木の日フェスティバル9.19～21

名古崖 日本建築学会100周年記念

協錠文化識演会

森林の産物市

全国製材終付競技大会

9．23

京
道海

東
北

9.23～24

9．25

市売1200回記念全国優良

名木展示即売会

民有林林遊事業技術研修

親と子の森林教室

東 京 9.25～26

中
函

央
館

925～10,4

9．28

1 0月

主伽団体・会場・行事内容等区分｜行事名期側

奈良県森述ほか。桜井市中央公民館ほか。吉野材の良さを伸ばす運動

の一環として，木材展や児童の木工作品展や小径木作品展等を行う

石川県森林組合連合会。石川県森述金沢木材共販所。県内の優良県産

材を展示し，優秀品を表彰する

木材需要拡大神奈川県協議会。相鉄ジョイナス・横浜連合木材市場。

パネル展示，木製品展示，ミニ木造住宅・ログハウス展示等

広島県木材組合連合会。廿日7i沐材団地。木製品展示会木工教室，

パネル展示，木工品即売等

秋、営林局。局稚内。テーマ畷を育てて100年jにふさわしい，絵

画，番，写真，木工を，職員，象族,OBから公募し，審査表彰する

上松町，朝日新聞社，森林文化協会。赤沢自鯛木養林内，全国から

250名の参加を得て，森の健康と森林浴を楽しむ

林野庁。腱林水産技術会議筑波事務所。林業磯械を専門項目とする林

業専門技術員を対象に行う（テーマ・伐出作業体系の計画・設計）

岡山県木材組合述合会。津山総合木材市場。全国各地の優良官民材を

展示し，優秀品を表彰する

森林文化協会，朝日新聞社｡高槻市市役所ホール。「森と人間」を基

本テーマに，緑の里山の役割と都市の緑を考える

山里・ひがしもフォレストピア'86実行委員会。下山村トレーニング

センター。森林・林業の観察，森のクイズ・森林音楽会を行う

林業・木材製造業労働災害防止協会。長野県民文化会館。林材業関係

者約1,100名が参加

京都竹材商業協同組合。京都市勧業館。京都の伝統的銘竹・竹製品を

展示PRし，優秀品を表彰する

奈 良｜奈良県林材まつり 10.1～22

1‘0．4～7

10.8～12

10.8～12

10上旬

10.11～12

10.13～18

10.17

10.18

10.19

10.22

10.25～26

石川第7回石川県俊良県産材品

評会

神奈川森林と都市を結ぶ神奈川木

材フェスティバル

広島木材まつり

田百周年記念総合文化展く緑

を育てて100年＞

野第5回木曽上松赤沢森林浴

秋
長
中
岡
大
愛
長

央林業専門技術員一般研修

（林業磯械）

山第27回全国優良木材展示

会

阪第5回森林文化研究会シン

ポジウム

知フオレストピア'86「森林

浴ウォークと森の音楽会」

野第23回全国林材業労働災

害防止大会

都第28回京都銘竹･竹製品展

示品評会

京

林業技術No.5341986.9
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寸愉淌淌ｪぎぎ愉淌淌愉一 施の色彩の強いものと見ることがで

きる。

第二の区分は，最近，昭和59年

度以降，将来における木材需要の多

様化一樹種および径級一に対応

し，弾力的な木材供給を可能とする

森林あるいはまた国土保全，水資源

のかん養等の森林の公益機能と木材

到瀧機能との調和的発揮を図るなど

の観点から高蓄積にして，かつ高循

環な森林整備を目ざす方針のもと

に，今までの試験的実施あるいは民

有林における実績を参考にして本格

的事業として取り組んでいるもので

ある（表・2参照)。

さらに第三の区分であるが，これ

は従来，複層林施業地として整理さ

れていなかったものであるが，林業

試験場四国支場の安藤貴氏から松

山営林署管内の旧藩時代造林地の中

に複層林と考えられるものがあると

の連絡をいただき，現地を踏査した

ところ，安政6年（1859年)上木植

栽，昭和23年下木植栽の人工複層

会員の広場

四国の国有林における複層林施業
について

小澤普照

層林施業については，その下木植栽

の年代から分類しておおよそ3つに

区分することができよう。

まず第一の区分は，そのほとんど

が昭和48年度から昭和51年度にか

けて植栽されたもので，これをまと

めると表・1のごとくなるが，これ

らはおおむね非皆伐あるいは風致・

迦景施莱等に資するための試験的実

高知営林局に勤務して，四国の国

有林の管理経営の仕事に拠わる機会

を与えられたが，諸般にわたる業務

の中で筆者がかねてから関心を持っ

ていた複層林施策の実態に直接触れ

ることができ，この'しで新たな知見

も得られたので，これらの紹介を兼

ね，全体的な整理をしておきたい。

高知営林局管内圃有林の人工林襖

表
●

1 》
一
》
却
岬
対
淘
岬
却
鞭
獅
却
却

上
－
４
－
都
細
司
詞
‐
キ
キ
ギ
キ
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キ
ギ
キ
キ
キ
ギ
十
ギ
キ

ノ
ヤ
〃
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ

樹
ス
ヒ
ケ
ス
ヒ
ズ
ヒ
メ
ヒ
ヒ
ヒ
ス
と
父
上

木 下

研一種T菰義軍貝
木

営林署I場所面城 備考
柵 l控 摘 要

ha当たり3.000本植

3，000

2．250

2500

2，500

1．500

1．500

1．500

3．100

1－500

上記65林班の対象区

小田深山国有刺、
65朴班

'j,田深山圃布,林
57朴班

姉0玉

狼ヶ城山42林班

八柵111国獅朴
38躰班

八幡山凶有ｲ‘1，
39朴眺

〃

徳山73林班

石神趣山36ﾈ柳1

軒jII山固有梓
”朴訓

〃

松山

〃

〃

宇和島

〃

〃

宿毛

窪川

奈半利

〃

２
１
９
９
９
１
２
１
９
６

８
７
８
８
５
３
９
６
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Ｄ
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●
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１
３
２
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１
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ヒノキ
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ヒノキ

ヒノキ
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スキ
ヒノキ

昭48‘4
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52．2－3

522～3
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51．3

49．3
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I1a当たり270本
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400

500
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叩

８
４
７
２
０

７
２
‐
７
５

４
２
４
２

６
３
２
２
２
２
１
９
３
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３
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・
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鴫所面I間臆測燕肩[""¥I""健ふ育｢弓庁-垂営朴事
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スギ

スキ

ヒノキ

ヒノキ

ヒノキ

ヒノキ

エ率
ヒノ奇
ケィ．占守

ケヤキ

要

ha当たり3”本157，1，

090405

500930

500230

151102

1．3501．203

447131

松山

宇和島

宿毛

〃

川崎

窪川

大栃

狼ヶ戦山42朴班

若山41朴班

磯山73林班

〃

藤山I林識

仏ヶ森山36林班

桑の川山81朴班

明42年

紬齢）
岬】42
大3

難
大4

明40

大'4

昭60.3-4

60．3

60．3

61．3

61．3

61．3

60．3

ha当たり1.920木槌

2．192

1．500

1．500

2.叩0

ユ等号ZC0率
ヒジキ8．0⑧0
つw､●年塗り⑥

1.600本植

０
７
８
２
０
１
９

０
７
４
３
９
５
２

ｂ
■
Ｇ
■
今
今
‐

Ｉ
４
１
２
１
０
０

ケヤキ

スキ

ヒノキ

ヒノキ

ヒノキ

ヒノキ

スギ
ヒノキ

ケヤキ
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林が現存していることを確認するこ

とができた。

なおこの林分のデータについて

は,昭和56年に発表された商知営林

局久保繁幸氏の『旧藩造林の調査報

告』があるが，発表時点以降におけ

る林分状況の変動について一部現況

に合わせ訂正を行った(表･3の(1))。

そこで，さらに旧藩時代造林地で

現存する他の8カ所の中に類似の林

分があるのではないかと考え，調査

したところ川崎営林署管内，小椎尾

山国有林（十和村奥大道）に文化8

年(1811年)上木植栽，昭和9年10

月（1934年）下木植栽の記録のあ

る林分が現存していることが判明し

た。現地の状況は，上下木ともおお

むね，沢筋にスギ，中腹ヒノキの植

栽となっており，スギの上木には大

径材が多く見られ，下木の成長は一

定していないがかなりの本数が生育

している（表･3の(2))。

表･3の(1)および(2)の複層林につ

いては今後さらに詳細な調査の実施

と下層木に対する枝打ち等の手入れ

写真･1松山営林署遅越山国有林複層林

上木：安政6年（1859年)，下水：昭和23年（1948年）植栽

を一部行う必要があろう。級の複層林の事例は少ないので，今

なお，このほか宇和島営林署管内後の複臓林施業の技術体系を確立す

国有林に所在する135年生の林分にるため大変貴重なデータを提供して

ついては昭和60年度に下水植栽をくれる林分であると考える。

行って複層林化したものであるがこなお，複層林移行にあたり，上木

れについては表･2に整理した。さの疎開伐後における風害の危険度は

らにまた，安芸営林署管内に大正3どうかとの声もあるので，台風通過

年(1914年）上木（ケヤキ）植栽，頻度の高い四国のことでもあり，木

昭和7年（1932年）下木植栽の林事例について過去どの程度の台風に

分がある（表･3の(3))。みまわれているか調べてみた。

いずれにしても，このような高齢疎開伐実施時期が(1)の事例では昭

表･3

(1) 上 木下木

樹種｜植栽年月｜本数l材検I摘要｜樹種｜植栽年月I摘要
備考営林署 場所 面積

久万町遅越

遅越山38林班

昭61.6現在
1本当たり材積3.23m

昭55.8現在

ha当たり468本
27，0

ha

1．36 安政6年

(1859年）

松山 161本 スギ

ヒノキ

ヒノキ 5I8vT

昭23年

(1948年）

2

面猿|織種,鍾譲雫圓,奉箪,糎蕊，緬要
上木 下

魑寂年月

木
考婆i備栖

場所営林鬚
樹将！

昭61．6現在

・スギ74本445m,

ヒノキ59本168m,

・1本当たり材積

スギ6．01m，

ヒノキ2．85m・

平均4．61m，

・平均直径・樹高
スギ78“133m

ヒノキ58c鋼24m

昭61.6現在

・スギ428本91m

ヒノキ329本59m

計757本I50In

・1本当たり材板

スギ0.21m・

ヒノキ0.18m，

平均0.20m’

･平均漬径・樹高

スギi6cmI2筋

ヒノキI6cmIlm

下木はスギ．

ヒノキ各500

本植栽

下刈り5回実膳

アカマツ．モ

ミ．ツガ等の

天然木を含む
総諦柵939m，

林
班

道
有
林

大
国
釘

奥
山
村
尾
和
椎
十
小

ha

I－42 文化8年

(i811年）

川嬬 133本 613m 皿
詞
９
３４
召
旧

《
料
』
〃
Ｉ
も

スキ

ヒノキ

スキ

ヒノキ

3 木 下木

揃要樹種｜植栽年月I摘要

上

樹穂l植栽年月
鰯考営林署 鴫所 面積

釜ヶ佐手新山
安芸50林班

ha

0．48 ha当たり1.500本大3.3ha当たり367本280W

(1914年）

昭7.3

(1932年）

ケヤキ スギ
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写真･2 写真･1,2川崎営林署小椎尾山国有林複層林

上木：文化8年（1811年)，下木：昭和9年（1934年）楠栽

写真･3

表。4－1直上および至近地域通過台風

表・3の(I)の林分l表・3の(2)の林分

麗遅越山｜最大風速朧哉繁絢J最大E班

年月日 台風名 備考

~亦罹尾西57称r妊
疎開伐実施昭.8年

台風通過調査昭.8年以藤

久万町遅越山
38林班

汐笥十ｲ岸村'J，
椎尾山57林班

最大風速 最大風速

《
又
Ｕ
《
ｕ
Ｊ
《
ｘ
Ｕ
《
｝
（
》
、
『
〕
《
／
』
（
×
）
《
〕
〕
［
く
》
一
角
〕
《
ｕ
】
△
何
時

Ｉ
１
２
３
３
３
４
４
４
５

召３ 10．20

9．21

7．24

9．20

8．18

9．7

61：

9塁
7器
8:9
9．1

8．31

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

室戸17．7m

〃45．0・

足摺12．3

宿毛220

〃20．8

〃26．8

〃’7－3

〃35．3

〃3．0

〃27．8

〃20．8

〃6、0

室戸台風
宇和島気象台
6．7，

19．7

24．5

14．5

32．7

5．7

30．0

18．3

3．7

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

遅越山38林班
嘩開伐実施l7－ZI年

台風通過調査昭.17年以降5,405号

5．710

6，303

6，420

6，804

7．010

7，416

7．912

表．4-2表．4-1以外の四国西部地域上陸台風

年月

昭'0．8

10．9

12．9

17．9

19．9

26．7

28．6

35．8

日
一
鍋
盃
川
副
〃
１
２
７
羽

台風名風速（最大）｜年月日台風名 風速 （最大）
－－

宿毛裁象台
18．0m

23．3

Z0．8

20．3

25．6

5．0

7－4

宇和島気象台
21．5m

15．4

21．9

10．5

19．7

19．9

17．7

16．5

i青水
Z0．5，

M‘2

17．6

Z0．0

23．0

宿毛気象台
27．8

22．4

18．7

宇和島気象台
16．0打1

13．3

15－0

16，3

29．5

4－0

6．5

昭41

43

44

46

50

57

58

９
８
８
８
８
９
９

6.619号

6．810

6，909

7,123

7，505

8．219

8．310

９
調
顯
翠
率
釦
、
喝
円

ケイト

5,302号

6．016

和17年以降，(2)の事例については

昭和8年という記録であるので昭和

8年以降の台風について見たもので

ある。

この結果，台風の通過は表・4の

とおりであるが，当該林分の直上あ

るいは至近的地域を通過した回数は

(2)の林分で12回，(1)の林分で10回

林業技術No.5341986.9

となる。

このほか，四国西部に上陸あるい

は通過した台風も同期間において

15回に達しているが，当該林分が

これらの台風により被害を受けてい

るかどうかについては現状から見る

限りでは特段被害はなかったように

判断されるが，なお現存木の解析あ

るいは過去の記録等をさらに分析し

てみる必要があろう。

以上，簡略ではあるが四国国有林

における複層林について整理を行っ

てみた。

これらの諸事例が今後のわが国の

人工林としての美林のモデルになる

とともに複層林施業の推進に大きな
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貢献をしてくれることを期待してや

まない。

以上のほか小椎尾山複層林の隣接

林分に天然林択伐後昭和8～9年度

にスギ・ヒノキ・ケヤキを下木植栽

した事例があるが現況は複層林とい

うよりは混交林の状態となっている

ので今回の整理から除外したが，こ

て最も平凡な附識でもあろう。

次に，ソ連材などについて，不当

なダンピングとして抑制はできない

ものなのであろうか。識者のご検討

を仰ぎたいと思う。

国内林業に対する施策としては，

コストダウンをはかるとともに，経

営基盤の整備が必要であり，特に，

林業税制の是正をあげたい。

ここ数年来，貿易摩擦が問題とさ

れるとき，わが国には輸入障壁があ

るとの非難を受けてきた。それは関

税であり，許認可であり，流通機椛

であるとされる。ところが林業に関

する限り，輸入障壁どころか，輸入

材と対等の条件さえ与えられず，逆

のハンディを背負わされてきた。そ

れは税制である。

国産材にのみ木材引取税がかかる

ことをはじめ，生産に超長期を要す

る林業経営において避けられない問

題である相続税制について，林業経

営の存続に十分な配懲を示す西欧諸

国の税制に比し，わが国の税制は著

しく不利であり，立木のコストを引

き上げる要因となっている。また，

林業収入に対する法人税の取り扱い

についても大きな較差がある。これ

らの条件について，せめて諸外国と

対等となるよう，税制の抜本的改善

が必要である。

コストダウンの努力はもちろん必

要であるが，民有林の場合，その前

に，まず，諸外国，あるいは国有林

と，対等に競争し得るような場を作

ることが先決であると思うものであ

る。

以上，施業技術についての教授の

所論に全面的に賛成しつつ，施業放

棄に走りつつある民有林に対する施

策について，補足して私見を譜いて

みた次第である。（北海通･栄林会）

林業技術No.5341986,9

の林分は天然林施薬あるいは育成型

の天然林施業の参考になるものと考

える。

終わりに，これら貴重な森林の維

持造成に貢献された諸先輩，関係者

に感謝申し上げる。

（辮繍熱量）

"｢粗放林業｣論への疑問，を読んで

右近啓
五
巨

6月号掲載，標題についての半田

教授の提言に賛成し，拍手を送ると

ともに，一現場員の立場で意見を書

いてみたい。なお，私は，長く北海

道の民有林で仕事をしてきた者で，

その知見はおおむね北海道に限定さ

れていることをあらかじめおことわ

りしておく。

民有林について，木材市況の悪化

により，泣木代金によっては再造

林のための育林費用価格すら容易に

カバーできぬ状態に近づいている。

事態がもう一歩悪化すれば，林家は

堰を切ったように施業の放棄に走る

恐れがある」とあるのは同感であ

る，というより，私見では，堰はす

でに一部切られ，施業の放棄に走り

つつあるの力観実である。したがっ

て,｢林家に対して粗放林業を推奨す

るのは，施業放棄に踏みきるさいの

心理的抵抗を取り除き，民有林業の

崩壊に手を貸すことにならないだろ

うか」という見解にも同感である。

このような事態に対する対策とし

て，同教授は，「一に木材需要の拡

大，次に，加工，流通面のコストダ

ウン」をあげられる。これにも異議

はないが，それだけでは-'一分ではな

い。本論は，施業としての粗放林業

論への批判を主とするため，対策に

ついては簡略にすまされたと思わ

れ，以下，その辺について考えてみ

たい。

北海道材と直接競合するソ連材は

おおむね2,0001mlの鉄道輸送をして

輸出されると聞く。それが日本に着

いてnf当たり1万円以下では，大き

く原価を割っていることは確実であ

ろう。また，カナダでは，林産業保

護のため，立木価格は著しく低いと

聞く。そればかりではない。北海道

材の供給の過半を占める国有林材の

立木価格も，赤字，もしくは著しく

低いものが多いのではないか。

コストを全く無視した丸太がはん

らんする中で，民有林業はどう生き

てゆけばよいのであろうか。対抗し

て赤字の伐採をするわけにはゆか

ず，いきおい，施業の放棄に走らざ

るをえない。それが現状であり，粗

放林業の推奨がそれに拍車をかける

ことになるのはもちろんであり，見

直しが必要であるが，より直接的

に，次の対策を要望したい。

まず国有林は，再造林のための育

林費用もカバーできないような立木

価絡で伐採することはやめていただ

きたいと思う。これは企業経営とし
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第33回林業技術賞についての予告言
■
＝

＝

■

言本会は，林業技術の向上に貢献し，林業の振大の成果をおさめて，林業技術向上に貢献した量
言興に功績があるものに対し，毎年林業技術賞をと認められる業績を表彰の対象としておりま言
言贈呈し表彰しておりますが,各支部におかれます。言
三しては本年度の受賞候補者のご推せんを昭和本賞は，その結果を毎年5月に開催される総言
昌62年3月末日までにお願いいたします。会の席上発表し,表彰を行います。＝
星なお『林業技術賞』は，その技術が多分に実※従来の林業技術奨励蝋は林業技術賞に統呈

■

呈施に応用され，また広く普及され，あるいは多合されました。三

第33回林業技術コンテストについての予告号
■

＝

＝

■

豆本会は，わが国林業の第一線で実行または指（1）担当区主任，事業所主任またはこれに準亘
言導に従事して活躍している林業技術者が，それずる現場関係職員言
言ぞれの職域において，林業技術の業務推進のた（2）林業改良指導員(AG)あるいは，都道言
言め努力し，その結果得た研究の成果や貴重な体府県有林機関の現場主任またはこれに準ず言
言験等について具体的にその事例や成果を発表する現場関係職員薑
薑るために，『林業技術ｺﾝﾃｽﾄ』を開催して(3)森林組合その他団体,会社等の事業現場号
豐おります。そして審査の結果林業技術向上のたで働く林業技術員三
豊めに効果があり，成績が優秀と認められた方を本年度は，昭和62年4月末日までに各支部呈
里毎年総会の席上表彰しております。より，ご推せん方お願いいたします。皇
菖参加資格者は次の各号の一に該当する会員で〔コンテストは昭和62年5月下旬の予定〕豐
菖 す。重
＝＝

＝
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技術協力の評価調査のため，つぎ2．8月22日，本会会議室におい

のとおり派遣した。て，しいたけ原木需給調査委員会
松井顧問,藤田参事(7/29～8/9）を開催した。

3．エクアドル共和国北東部林業資◎調査部関係業務

源調査・現地視察のため，つぎの1．8月21日，本会談話室におい

とおり派遣した。て，山岳地帯の緑化技術に関する

猪野理事長，畠村課長（8/15～調査の小委員会を開催した。

25）2．8月25～31日まで，山梨県塩

4．タイ国有林管理計画開発調査に山市地内の広域基幹林道塩平・徳
かかわる現地調査のため，つぎの和線の全体計画調査地において，

とおり派遣した。現地測設業務の研修会を実施し
小原,加藤“)課長,下川技師，た。

市川主任研究員（8/12～9/20）

5．フィリピン共和国広域森林情報・昭和61年9月10日発行
分枅管理計画調査・現地調査のた 林業技術
め，つぎのとおり派遺した。

第534号
小路口課長，中島主任研究員

編集発行人猪野砿（8/14～23）
印刷所株式会社太平社

◎中国林学会林業代表団来会 発行所
中国林学会林業代表団（団長陳陸 社団法人日本林業技術協会
折氏（中国林学会副理顎長）ほか6 （〒102）東京都千代田区六番町7
名）が,7月21日から8月3日まで電話03(261)5281(代)～7
来日され,7月23日には当協会を訪 FAXO3(261)5393

（疲替東京3－60448番）
問，林業技術等について種々懇談さ

れた。 RINGYOGIJUTSU

◎調査研究部関係業務 publishedby
JAPANFORESTTECHNICAL

1．8月22日，林野庁会議室におASSOCIATION

いて，森林計画制度推進総合調査TOKYOJAPAN

委員会（中間報告）を|渦催した。〔普通会饗3,500円･終身会饗(個人)30,000円〕

|協会の閥

◎支部連合会大会

8月26～28日岩手大学農学部に

おいて，日本林学会東j岐部，日林

協東北・奥羽支部連合会合同大会が

開催され，本部から佐藤常務理事が

出席した。

◎講師派遣

1.依頼先：林業講習所

内容：治山専門技術科

（空中写真）

期間：9/9～12

講師：渡辺技術開発部長

2.依頼先：千葉大学

内容：非常勤講師(森林風致論）

期間：10/1～62.3/31

講師：高木調査第三部次長

◎海外派遣

1．エクアドル共和国北東部林業資

源調査・現地調査のため，つぎの

とおり派遣した。

渡辺技術開発部長(7/15～9/2)，

増井課長代理(7/15～10/2),吉

村主任研究員(7/15～10/2)，久

道課長代理，成田，築地市之

瀬主任研究員（7/23～10/2）

2．台湾に対する林業技術に関する
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資料

（今回よ
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（5章256頁）

（9章278頁）

（7章446頁）

（5章186頁）

り新規掲赦）

本排は治111事業，彬捌雛の洲盃・設計・

施工に必要な土木技術の総てを，それぞれの

"I11窟が蝦術な知識と現j勘経験に基づき，大

変わかり易く解説したもので，林業土木技術

の集大成された鴎!｝:としては，林野庁脂導部

唯一の参考譜である。
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電話03-230-2406番
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幻
図面絵写真､地図等のあらゆる面積を迅

速に､正確に読む,タマヤ帆フ "ｼグーﾗズ．

豊富な機能を備えたベストセラーの高級ﾓﾃﾙブﾘﾝﾀ機構付の最新型多機能ﾓヨレ面積･線長を同時測定するｴﾘｱﾗｲﾝﾒータ

〃月肌ア凡刈Ⅲ〃側月"Ⅸ卯0O

陽

PLANIX7の特徴

回ワンタッチ、0"セット機能によるI闘い操作性
■メートル系Cm2､m2,km2,インチ系in2,ft2,acreの
蝋寓な選択単位とパルスカウントモード

ロメモリー機構による舗尺と11位の保護

■蝋位や緒尺のわずらわしい計･算は‐切不要

■測定値オーバーフローもl:ltlli位に細カシフト

■よ')測定精度を高める師順出の61z均値測定

■累積測定に便利なホールド機能
■理想的なタッチ方式と際粍に強い特殊職分車

■AC･DCの2嘔源とパワーセープ機能
1

謬掛
淑訳
、

:jlI

黍

鍵鍵

勇

識""．

"

F

辱寿
巳守ン

PLANIX7Pの特徴

■小咽･開性能プリンタ機櫛が、人切なデータを
記録･保ｲ＃し．イニシャル番号の人ﾉjによI)デ
ータの整理がl'1能

■ドーナツⅦ楠測定が筋ﾘiに行えるマイナスlli"
測定機能

・測定絲果をﾘﾘIIﾘ;1･算に移行できる芯‘判機能
■ワンタ‘ソチ職0"セット機能

■メートル系fm割､m2,km智､インチ系in2|,1tz.批馳
の魁蹴な避択lli位とパルスカウントモード

■ili位や縮尺のわずらわしい計算は、・切不要

U1111定仙オーバーフローも上位蝋位に自仙シフI，

■より測定柳災を間める自動算出の刺刎棚1定

■大きな閃形の累械測定に便利なホールド機能

■俄分巾のスリ･ソプを防ぐ、理想的なタッチ方式

■際粍によるエラーを防ぐ、特殊加工の蔽分JI(

画蕪入力状態5分で自動的に通謀の切れるパワー
セーブ機能

■世界で雌i"のプラニメーター専用LSIを州発し
たスタ･ソフが実理したローゴスト・ハイパフォ
ーマンス

(専用プラスチック収納ケース､ACアダプター付)¥135,000
-F －－

秒
一

PLANIX5000の特徴

■{111の測定で面械・線腿を1111時測定

■理想の入力機能：ポイントモード

■どんなに複雑な収I形でもポインI､モード、スト
リームモードによI)、簡lli操作で正確測定

ロ微小図形も正確に測定する線分解能0.05mmの
尚性能小型エンコーダ

ロ測定結果を四則計算できる掴l職能

■豐衞な選択単位：メートル系(mm,c1,,,,km)、
フィート系(in,n,acre/yd､mi)

■単位や縮尺の換算もコンピュータが自釛計算

口設定された単位や縮尺はメモリー機能によりバ
ックアップ

■m'l定梢度をより高める平均雌測定、大きなI渕形
の測定を可能にする紫械測定

■測定値オーバーフローも上位単位へ自動シフト

a精度･耐久性に優れたダブルダイヤモンドリング

■肯エネ謡fのパワーセーブ機能とAC･DCの2芯
源方式

■座標･面積・線長のデータを外部出ﾉjするコネ
クター付

●カタログ･壷料摘求は､当・祉まで

ハガキか竃話にてご浬絡くだきい･ &TAMA>ｸ△、
夕蓉テクー旬司硫式壽叶
〒146克京‘雛大願区迩卜2.14-7TEL,03.75232MmX､03-752-3218
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監修/林野庁編集･発行を掴法人日本材業技術協会

本書は，国際森林年を記念して林野庁が発行した中学生(2年）

向けの副読本ですカミ高校生あるいは一般社会人にもおすすめ

できる内容になっています。発刊以来，各方面からご好評をい

ただき，購読のご要望も多いので，このたび林野庁のご認可を

得て一般販売を行うことにしました。

国際森林隼の意義と,森林林業の重要性についての認識をこ
高めるために，広くご活用いただければ幸いです。

《内容》〆

1.世界の森林地上最大の生きもの・森林の恵み・歴史は語る

2.森林の減少押し寄せる砂漠・洪水と干ばつ・大気汚染と森林の

衰退・荒れ地に緑を3.日本の森林変化に富んだ森の国・気候と
森林・土と森林・森林の一生4.森林の働き森林のしくみ・水を

蓄える・土砂の流れをおさえる．風や音をさえぎる．空気をきれい

にする・気象を緩和する5.森林を守り育てる尽きない資源・森

林のつくり方・木を植え育てる．森林を守る．森林の管理6.暮ら
しと森林山村の暮らしと森林・都市の暮らしと森林・木とみﾉUな

の暮らし・木のいろいろ木の良さ，美しさ7.豊かな未来のため
に森林がなかったら・未来への宿り物
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現場で実際に枝打｛1錐に当たる方々に1･分J1I1解されるよう，カラ

フルなさし絵・グラフをたくさん仙って，』,に礎知搬から｛1乗のやり

方までわかりやすく解脱した，例解・ｲ燭1.ちのガイドブック.／

《内容》枝打ちの意味／枝打ちの基礎知識／枝打ちの効果／枝打材の

利用と販売／ﾎ対丁ちの実際／ｲ鋪Ti|乍業の進め方／枝打用具と使い方
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ご注文I謹直接当協会へ……発行所課日本林業技術協会
〒102束京都千代田区六番町7番地

電話(03)261-5281振替東京3-60448
一
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	論壇_木材新用途の開発と実用化への始動

	第32回林業技術賞業績紹介_ラワン材を加害するヒラタキクイムシ防除技術の確立
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